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日
本
の
精
神
医
療
に
お
け
る「
病
院
収
容
化（
施
設
化
）」と

「
地
域
で
暮
ら
す
こ
と（
脱
施
設
化
）」

浮
ヶ
谷
幸
代

は
じ
め
に

❶
日
本
の
精
神
医
療
に
お
け
る「
病
院
収
容
化（
施
設
化
）」

❷
当
事
者
活
動
の
展
開
に
伴
う
脱
施
設
化
―
第
一
次
減
床
の
プ
ロ
セ
ス

❸
当
事
者
と
地
域
を
つ
な
ぐ
精
神
医
療
を
目
指
し
て
―
第
二
次
減
床
の
プ
ロ
セ
ス

❹
海
外
比
較
と
浦
河
ひ
が
し
町
診
療
所
の
課
題

お
わ
り
に

﹇
論
文
要
旨
﹈

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
日
本
の
近
代
化
の
な
か
で「
精
神
病
」
と
い
う
病
が
い
か
に「
医
療
化
」
さ
れ
て

き
た
の
か
、
そ
し
て
精
神
病
者
を
い
か
に「
病
院
収
容
化（
施
設
化
）」
し
て
き
た
か
、
そ
の
要
因
に

つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
諸
外
国
の「
脱
施
設
化
」
に
向
か
う
取
り
組
み
に
対
し
て
、
日
本
の
精
神

医
療
は
い
ま
だ
精
神
科
病
院
数（
病
床
数
）
の
圧
倒
的
な
多
さ
と
在
院
日
数
の
顕
著
な
長
さ
を
示
し

て
い
る
。
世
界
的
に
特
殊
な
状
況
下
で
日
本
の
精
神
科
病
院
数
の
減
少
が
進
ま
な
い
要
因
に
つ
い
て

探
る
。
精
神
医
療
の「
脱
施
設
化
」
が
進
ま
な
い
中
、
北
海
道
浦
河
赤
十
字
病
院（
浦
河
日
赤
）
で
は

日
本
の
精
神
医
療
の
先
陣
を
切
っ
て「
地
域
で
暮
ら
す
こ
と（
脱
施
設
化
）」
に
成
功
し
た
。
浦
河
日

赤
の「
脱
施
設
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
二
度
の
画
期
が
あ
る
。
第
一
は
、
精
神
科
病
棟
の
う
ち
開
放

病
棟
が
閉
鎖
と
な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
そ
れ
を
第
一
次
減
床
化
と
す
る
。
第
一
次
減
床
化
の
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
詳
細
に
描
き
出
し
、
減
床
化
に
成
功
し
た
要
因
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
第
二

は
、
精
神
科
病
棟
全
体
の
廃
止
に
至
っ
た
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
そ
れ
を
第
二
次
減
床
化
と
す
る
。
そ

の
プ
ロ
セ
ス
に
起
こ
っ
た
政
治
的
な
で
き
ご
と
や
浦
河
町
が
抱
え
る
問
題
を
も
と
に
、
第
二
次
減
床

化
に
進
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
浦
河
日
赤
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
描
き
出
す
。
こ
の
二
度
に
わ

た
る「
脱
施
設
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
描
き
出
す
た
め
に
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
、
医
師
や
看
護
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
病
院
関
係
者
、
社
会
福
祉
法
人〈
浦
河
べ

て
る
の
家
〉
の
職
員
、
そ
し
て
地
域
住
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
。
精
神
科
病
棟
廃
止

に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
示
す
異
な
る
態
度
や
見
解
に
つ
い
て
分
析
し
、
浦
河
日
赤
精
神

科
の
二
回
に
わ
た
る「
脱
施
設
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
描
き
出
す
。
第
二
次
減
床
化
の
病
棟
廃
止
と
並

行
し
て
、
浦
河
ひ
が
し
町
診
療
所
と
い
う
地
域
精
神
医
療
を
展
開
す
る
た
め
の
新
た
な
拠
点
が
設
立

さ
れ
る
。
診
療
所
が
目
指
す
今
後
の
地
域
ケ
ア
の
方
向
性
を
探
る
。
そ
の
う
え
で
、
診
療
所
が
目
指

す
地
域
精
神
医
療
の
あ
り
方
と
海
外
の
精
神
医
療
の
方
向
性
と
を
比
較
し
、
浦
河
町
の
地
域
精
神
医

療
の
特
徴
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
最
後
に
、
今
後
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
精
神
障

が
い
を
も
ち
な
が
ら
地
域
で
暮
ら
す
当
事
者
を
支
え
る
た
め
の
地
域
精
神
医
療
を
模
索
す
る
た
め

に
、「
医
療
の
生
活
化
」
と
い
う
新
た
な
視
点
を
提
示
す
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
脱
施
設
化
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ
、
地
域
精
神
医
療
、
医
療
の

生
活
化
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は
じ
め
に

日
本
は
近
代
化
の
プ
ロ
セ
ス
で
「
狂
気
」
を
精
神
病
と
し
て
位
置
付
け
、
精
神

病
者
を
暮
ら
し
の
場
か
ら
精
神
科
病
院
へ
と
隔
離
・
収
容
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

二
一
世
紀
に
入
る
と
、
精
神
障
が
い

）
1
（

の
当
事
者
が
暮
ら
し
の
場
で
病
気
と
と
も
に
生

き
る
こ
と
を
支
え
る
地
域
ケ
ア
が
模
索
さ
れ
始
め
て
い
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
国
家

制
度
や
社
会
的
価
値
観
を
背
景
に
、
日
本
に
お
い
て
「
精
神
病
」
と
い
う
病
が
政
治

的
、
社
会
的
、
歴
史
的
に
い
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
か
、
と
い
う
病
の
社
会
的

変
遷
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
近
代
に
お
け

る
「
狂
気
」
の
医
療
化
か
ら
始
ま
り
、「
精
神
病
者
の
病
院
収
容
化
」
か
ら
「
精
神

病
者
の
脱
施
設
化
」
に
至
る
ま
で
、
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
の
一
事
例
か
ら
、
日
本
の
精

神
医
療
の
変
遷
の
プ
ロ
セ
ス
を
描
き
出
す
試
み
と
な
る
。

日
本
は
海
外
と
比
べ
て
、
い
ま
だ
精
神
科
病
院
数
（
病
床
数
）
の
圧
倒
的
な
多
さ

と
在
院
日
数
の
顕
著
な
長
さ
を
示
し
て
い
る
。
世
界
的
な
観
点
か
ら
国
際
社
会
は
、

特
殊
の
状
況
に
あ
る
日
本
の
精
神
医
療
を
「
精
神
医
療
の
歪
み
」
と
し
て
告
発
し
、

改
善
命
令
を
出
し
て
き
た
。「
精
神
医
療
の
歪
み
」
に
対
処
す
る
た
め
に
、
厚
生
労

働
省
は
二
〇
〇
四
年
に
精
神
障
が
い
者
の
早
期
退
院
に
向
け
て
の
政
策
を
発
表
し
た

（
後
述
す
る
）。
し
か
し
、
発
表
さ
れ
は
し
た
が
、
い
ま
だ
国
際
的
に
は
特
殊
な
状
況

に
あ
る
日
本
で
は
、
ど
れ
だ
け
の
地
域
が
精
神
障
が
い
者
の
地
域
移
行
を
成
功
さ
せ

て
い
る
の
か
。
そ
も
そ
も
い
か
な
る
状
況
を
も
っ
て
成
功
と
い
え
る
の
か
。
成
功
し

た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
地
域
の
取
り
組
み
に
は
い
か
な
る
要
因
が
あ
る
の
か
。
詳

細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

対
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
の
北
部
イ
タ
リ
ア
で
は
、
当
時
の
政
治
家
や
反
施
設
化

運
動
の
精
神
科
医
、
そ
し
て
左
派
系
政
党
、
労
働
者
運
動
と
の
連
帯
を
背
景
に
精

神
科
病
院
を
解
体
し
て
い
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
政
治
的
背
景
に
加
え
て
、
イ
タ
リ

ア
で
地
域
移
行
を
可
能
に
し
た
の
は
、
人
類
学
者
の
松
嶋
に
よ
れ
ば
「
精
神
病
院

の
人
間
化
」
を
目
指
す
市
民
を
交
え
た
院
内
集
会
の
開
催
、
精
神
科
医
や
精
神
病

院
看
護
師
の
意
識
変
革
、
そ
し
て
地
域
精
神
保
健
へ
の
転
換
だ
っ
た
と
い
う
〔
松
嶋 

二
〇
一
四
：
一
五
八-

一
九
〇
〕。
浦
河
町
精
神
保
健
福
祉
を
担
う
関
係
者
の
取
り
組

み
が
精
神
科
病
院
の
解
体
に
向
け
た
イ
タ
リ
ア
の
関
係
者
の
構
え
や
実
践
に
重
な
る

点
も
見
ら
れ
る
が
、
大
き
な
違
い
は
当
事
者
活
動
の
有
無
と
解
体
を
促
す
政
治
的
経

済
的
な
要
因
で
あ
る

）
2
（

。
本
稿
で
は
、
北
海
道
浦
河
町
精
神
保
健
福
祉
の
専
門
家
が
イ

タ
リ
ア
と
は
異
な
る
政
治
的
社
会
的
背
景
の
も
と
、
い
か
に
脱
施
設
化
に
取
り
組
ん

で
き
た
の
か
、
そ
し
て
現
在
い
か
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
に
つ
い
て
議
論
を
展
開

し
て
い
く
。

筆
者
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
北
海
道
浦
河
赤
十
字
病
院

（
以
後
浦
河
日
赤
）
精
神
科
病
棟
の
減
床
と
廃
止

）
3
（

と
い
う
二
度
に
わ
た
る
「
脱
施
設

化
」
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
調
査
を
行
っ
た
。
エ
ス
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
関
係
者
の
異
な
る
見
解
や
複
数
の
意
見
を
聴
き
取

り
、
歴
史
的
、
社
会
的
背
景
の
中
で
「
脱
施
設
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
が
い
か
に
複
雑
で

多
面
的
で
あ
っ
た
の
か
を
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
に
、
精
神
障
が
い
者

の
日
常
生
活
と
そ
の
生
活
で
の
主
体
性
を
取
り
戻
す
こ
と
を
軸
に
、
当
事
者
が
病
気

を
も
ち
な
が
ら
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
「
精
神
医
療
を
生
活
化
す
る
」

（
後
述
す
る
）
専
門
家
の
視
点
に
着
目
し
て
い
く
。

本
稿
の
構
成
と
し
て
、
1
で
は
「
狂
気
」
が
国
家
制
度
に
組
み
込
ま
れ
、
精
神
科

病
院
が
増
設
さ
れ
、
そ
の
病
床
数
が
増
加
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
日
本
が

な
ぜ
増
加
の
道
を
た
ど
っ
た
の
か
、
そ
の
要
因
を
探
る
。
そ
し
て
、
二
一
世
紀
の
今

日
、
な
ぜ
削
減
の
道
に
向
か
わ
な
い
の
か
、
そ
の
要
因
を
探
る
。
2
で
は
、
精
神
科

病
床
の
削
減
に
成
功
し
た
浦
河
日
赤
の
関
係
者
に
よ
る
第
一
次
減
床
化
の
プ
ロ
セ
ス

を
明
ら
か
に
し
、
減
床
に
成
功
し
た
要
因
に
つ
い
て
示
す
。
3
で
、
浦
河
日
赤
精
神

科
の
第
二
次
減
床
化
の
プ
ロ
セ
ス
、
つ
ま
り
精
神
科
病
棟
自
体
の
廃
止
に
向
か
う
プ

ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
。
2
と
3
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
中
心
に
医
師
や

看
護
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
社
会
福
祉
法
人
職
員
、
精
神
障
が
い
の
当
事
者
、
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病
院
経
営
者
、
町
議
会
、
地
域
住
民
な
ど
、
異
な
る
立
場
の
人
が
示
す
態
度
や
見
解

に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る
。
そ
れ
ら
の
分
析
を
通
し
て
精
神
科
病
棟
の
減
床
と
廃
止
を

実
現
し
た
要
件
に
つ
い
て
探
る
。
そ
し
て
4
で
、
精
神
科
病
棟
廃
止
に
至
っ
た
浦
河

町
と
海
外
と
の
比
較
を
通
し
て
、
浦
河
町
の
取
り
組
み
の
特
徴
と
今
後
の
課
題
を
明

ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、
今
後
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
精
神
障
が
い
の
当
事
者
が

「
病
気
を
も
ち
な
が
ら
地
域
で
暮
ら
す
」
こ
と
を
支
え
る
た
め
に
「
医
療
の
生
活
化
」

と
い
う
新
た
な
視
点
を
提
示
し
て
お
く
。

❶
日
本
の
精
神
医
療
に
お
け
る「
病
院
収
容
化（
施
設
化
）」

（
１
）「
狂
気
」の
医
療
化
と
施
設
化

　

日
本
で
「
狂
気
」
が
制
度
的
に
「
医
療
化

）
4
（

」
さ
れ
た
の
は
、
一
九
〇
〇
年
の
精

神
病
者
監
護
法
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
「
社
会
に
と
っ
て
危
険
な
存
在

で
あ
る
精
神
病
者
の
監
禁
を
家
族
に
義
務
付
け
（「
看
護
義
務
者
」）、
自
宅
に
監
禁

す
る
こ
と
（「
私
宅
監
置
」）
を
警
察
の
許
可
制
に
し
て
合
法
化
す
る
こ
と
」〔
秋
元 

二
〇
〇
〇
〕
を
目
的
と
し
て
い
た
。

精
神
科
医
の
呉
秀
三
ら
は
日
本
の
「
私
宅
監
置
」
と
い
う
方
法
を
、
世
界
の
精
神

医
療
に
比
べ
て
「
精
神
病
者
が
治
療
も
施
さ
れ
ず
劣
悪
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
」

と
捉
え
て
、
全
国
各
地
に
お
け
る
「
私
宅
監
置
」
の
実
態
を
調
査
し
た
。
そ
の
実
態

を
踏
ま
え
て
呉
ら
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
邦
十
何
萬
ノ
精
神
病
者
ハ
實
ニ
此
病
ヲ
受
ケ
タ
ル
ノ
不
幸
ノ
外
ニ
、
此
邦

ニ
生
レ
タ
ル
ノ
不
幸
ヲ
重
ヌ
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ベ
シ
。
精
神
病
者
ノ
救
濟
・
保
護

ハ
實
ニ
人
道
問
題
ニ
シ
テ
、
我
邦
目
下
ノ
急
務
ト
謂
ワ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。〔
呉
・

樫
田 

二
〇
〇
〇=

一
九
一
八
：
一
三
八
〕

呉
ら
は
、
日
本
の
精
神
病
者
は
「
精
神
病
と
い
う
病
気
を
抱
え
る
不
幸
」
に
加
え

て
「
日
本
に
生
ま
れ
た
る
不
幸
」
と
い
う
二
重
の
不
幸
を
背
負
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、

「
精
神
病
者
の
救
済
と
保
護
は
人
道
的
問
題
に
し
て
国
家
が
取
り
組
む
べ
き
急
務
の

問
題
だ
」
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
「
狂
気
」
は
民
俗
の
範
疇
に
あ
り
、
狂
気
を
抱
え
る
人
は
家
族
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
暮
ら
し
の
場
で
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き

は
、「
私
宅
監
置
」
の
精
神
病
者
が
生
計
を
営
ん
だ
り
、家
業
を
助
け
た
り
し
な
が
ら
、

家
族
や
地
域
と
関
係
性
を
維
持
し
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
呉
ら
の
報
告
一
一
五
例
の

う
ち
、「
丁　

甚
不
良
ナ
ル
モ
ノ
」
の
第
一
〇
五
例
目
で
は
、被
監
置
者
（
精
神
病
者
）

は
、
上
肢
に
障
害
を
も
つ
息
子
と
の
二
人
暮
ら
し
で
あ
る
た
め
、
市
よ
り
救
貧
者
と

し
て
手
当
を
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
草
履
、
草
鞋
を
作
っ
て
売
っ
て
生
活
の
糧
に
し
て

い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
仕
事
ぶ
り
は
「
其
作
業
ハ
以
テ
生
計
ヲ
助
ク
ル

ニ
足
ル
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
親
子
の
情
に
強
く
感
動
し
た
視
察
者
の

様
子
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

家
固
ヨ
リ
貧
ニ
シ
テ
衣
食
足
ラ
ズ
ト
雖
、
實
子
ノ
病
父
ニ
對
ス
ル
孝
情
ハ
視

察
ノ
瞬
間
ニ
モ
猶
ホ
之
ヲ
察
ス
ル
ヲ
得
ベ
ク
、
視
察
者
ニ
一
種
ノ
快
感
ヲ
與
ヘ

又
同
情
ヲ
喚
起
セ
シ
メ
タ
リ
〔
呉
・
樫
田 

二
〇
〇
〇=

一
九
一
八
：
八
四
〕

帰
り
際
、
視
察
者
が
こ
の
不
幸
な
親
子
の
た
め
に
幾
ば
く
か
の
小
銭
を
置
い
て

帰
っ
た
旨
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
心
身
の
状
態
が
良
い
と
き
に
は
家
業
を

手
伝
っ
て
い
る
例
（
第
三
六
例
：
藁
仕
事
に
従
事
、
第
四
七
例
：
藁
仕
事
や
他
の
手

助
け
に
従
事
、
第
九
八
例
：
室
外
の
作
業
に
従
事
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

事
例
は
、
監
置
を
受
け
な
が
ら
も
被
監
置
者
が
家
族
や
地
域
社
会
の
な
か
で
関
係
性

を
維
持
し
、
そ
れ
な
り
の
社
会
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

近
代
文
化
史
学
者
の
川
村
邦
光
が
、
座
敷
牢
で
の
監
禁
で
あ
っ
て
も
「
馴
染
ん
だ

生
活
圏
の
な
か
で
近
親
者
の
手
厚
い
看
護
の
も
と
で
回
復
を
見
る
こ
と
も
往
々
に
し
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て
あ
っ
た
」〔
川
村 

二
〇
〇
七
：
三
三
〕
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
た
と
え
座
敷
牢
の

よ
う
な
劣
悪
な
環
境
状
況
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
食
事
や
入
浴
、
着
替
え
、
掃
除
の

際
に
は
家
族
と
対
面
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
家
業
の
一
役
を
担
う
人
も
い
た
の

で
あ
る
。
狂
人
で
は
あ
っ
た
が
、
地
域
を
徘
徊
し
た
り
し
な
が
ら
も
、
家
族
や
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

呉
ら
の
主
張
に
対
応
し
て
国
家
が
動
く
の
は
三
〇
年
以
上
た
っ
た
一
九
五
〇
年
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
、
私
宅
監
置
を
廃
止
し
、
各
都
道
府
県
に
精
神
科
病
院
の
設

置
を
義
務
付
け
る
精
神
衛
生
法
が
制
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
立
の
精
神
科

病
院
が
整
備
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
法
律
が
代
用
病
院
と
し
て
私
立
精
神
科

病
院
を
認
可
し
た
こ
と
か
ら
、
民
間
精
神
科
病
院
の
増
設
の
口
火
を
切
っ
た
の
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
狂
気
を
も
つ
も
の
は
精
神
病
者
と
し

て
診
断
さ
れ
、
治
療
と
称
し
て
精
神
病
者
は
家
庭
か
ら
病
院
へ
収
容
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
日
本
の
精
神
医
療
の
施
設
化
へ
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
呉
が
主
張
し
た
「
人
道
的
問
題
へ
の
対
処
」
は
、
医
療
社
会
学
者
の

コ
ン
ラ
ッ
ド
と
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
が
指
摘
し
た
医
療
化
の
プ
ラ
ス
の
側
面

）
5
（

と
し
て
位

置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
医
療
化
の
プ
ラ
ス
面
と
は
、
逸
脱
を
犯
罪
と
捉
え
る

道
徳
の
問
題
か
ら
治
療
を
可
能
に
し
た
医
療
の
社
会
化
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
を
指

し
て
い
る
〔
コ
ン
ラ
ッ
ド
と
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー 

二
〇
〇
三=

一
九
九
二
：
四
六
六
〕。
し
か

し
、
本
稿
で
は
逸
脱
の
医
療
化
と
収
容
型
精
神
医
療
が
も
た
ら
し
た
社
会
統
制
、
そ

し
て
専
門
家
支
配
の
構
図
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
「
医
療
化
」
の
マ
イ
ナ
ス
の
側
面

か
ら
の
議
論
に
軸
を
置
く
こ
と
に
す
る
〔
コ
ン
ラ
ッ
ド
と
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー 

二
〇
〇
三=

一
九
九
二
：
四
七
一-

四
七
三
〕。

長
期
に
わ
た
る
病
院
収
容
と
社
会
的
偏
見
・
差
別
に
晒
さ
れ
る
日
本
の
精
神
病
者

を
取
り
巻
く
状
況
を
見
れ
ば
、
先
の
呉
が
指
摘
し
た
「
精
神
病
を
抱
え
る
不
幸
と
日

本
に
生
ま
れ
た
不
幸
」
と
い
う
二
重
の
不
幸
は
決
し
て
過
去
の
出
来
事
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
極
度
に
推
し
進
め
ら
れ
た
日
本
の
収
容
型
精
神
医
療
の
帰
結
と
し
て
、
家

族
と
の
関
係
が
切
断
さ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
も
は
じ
き
出
さ
れ
た
ま
ま

三
〇
万
人
以
上
が
病
棟
内
で
暮
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
現
実
を
も
た
ら
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
呉
の
い
う
二
重
の
不
幸
が
今
な
お
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
の

証
左
で
あ
る
。

（
２
）増
え
る
精
神
病
院（
病
床
）と
長
い
在
院
日
数

「
狂
気
」
の
医
療
化
を
考
え
る
際
に
、
精
神
病
者
を
入
院
さ
せ
て
治
療
す
る
と
い

う
「
精
神
病
者
の
病
院
収
容
（
施
設
化
）」
は
重
大
の
意
味
を
も
つ

）
6
（

。
こ
こ
で
は
、

精
神
病
の
治
療
は
病
院
内
で
行
う
こ
と
を
選
択
し
た
日
本
の
精
神
医
療
の
実
態
に
つ

い
て
、
海
外
の
精
神
医
療
の
あ
り
方
と
の
比
較
を
通
し
て
、
そ
の
特
徴
を
浮
き
彫
り

に
し
た
い
。

日
本
の
精
神
医
療
の
特
殊
性
を
描
き
出
す
た
め
に
、
精
神
科
病
院
数
（
病
床
数
）
と

在
院
日
数
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
一
つ
目
の
精
神
病
院
数
と
病
床
数
で

あ
る
が
、
図
1
に
よ
る
と
、
日
本
の
場
合
、
病
院
数
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇

年
代
ま
で
急
増
し
、
一
九
九
〇

年
代
以
後
二
〇
一
五
年
現
在
ま

で
微
か
な
減
少
は
あ
る
が
ほ
と

ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
。
一
九
五
〇
年
の
精
神
衛

生
法
に
よ
る
私
宅
監
置
か
ら
精

神
科
病
院
へ
の
移
行
は
、
精
神

病
者
に
と
っ
て
隔
離
・
収
容
の

場
所
が
移
行
し
た
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
同
時
代
、
欧
米
諸

国
で
は
精
神
医
療
の
主
流
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
に
移
行
す
る

こ
と
に
伴
い
、
精
神
科
病
床
の

減
少
化
が
進
み
、
一
九
九
〇
年

図１ 日本の精神科病床を有する病院数と全精神科病床数・
　　　月末在院患者数（各年６月末）
　　　（「平成 20 年版厚生労働省白書資料編」厚生労働省 HP の
　　　資料をもとに作成）出典（浮ヶ谷 2009）
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さ
れ
た
、
と
い
う
六
点
で
あ
る

〔
川
上
編
著 

二
〇
〇
六
：
四
一
〇

-

四
一
四
： 

芹
沢 

二
〇
〇
五
：

一
八
六-

一
九
三
〕。

二
つ
目
の
在
院
日
数
に
つ
い

て
、
日
本
の
場
合
約
三
三
〇
日

と
な
っ
て
お
り
、
欧
米
諸
国
と

比
較
し
て
六
倍
か
ら
一
〇
倍
の

長
さ
を
示
し
て
い
る
（
図
3
）。

こ
れ
が
、
日
本
に
お
い
て
精
神

病
者
の
長
期
の
病
院
収
容
化
を

代
に
は
日
本
の
お
お
よ
そ
三
〇
分
の
一
と
な
っ
て
い
る
（
図
2
）。

日
本
で
精
神
科
病
床
数
が
急
増
し
た
背
景
と
し
て
、
以
下
の
六
点
に
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
①
戦
後
、
疾
病
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
結
核
病
床
が
減
少
し
、
そ

の
穴
埋
め
と
し
て
精
神
科
病
床
が
増
加
し
た
。
②
精
神
科
病
院
の
設
立
を
容
易
に

し
た
経
済
的
措
置
に
よ
る
。
一
九
五
四
年
公
立
精
神
科
病
院
の
み
に
認
め
て
い
た
設

置
・
運
営
費
の
国
家
補
助
を
民
間
精
神
科
病
院
に
認
め
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て

一
九
六
〇
年
に
は
精
神
科
病
院
設
立
す
る
際
に
は
、
医
療
金
融
公
庫
で
の
低
金
利
長

期
融
資
の
特
別
枠
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
③
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
関
す
る
施
策

と
し
て
、
医
療
法
特
例
と
い
う
優
遇
措
置
を
と
っ
た
。
人
件
費
を
抑
え
る
た
め
に
専

門
家
の
配
置
要
件
を
一
般
病
院
と
比
べ
て
医
師
数
三
分
の
一
、
看
護
師
数
三
分
の
二

で
よ
い
と
し
た
。
④
向
精
神
薬
の
誕
生
に
よ
っ
て
入
院
患
者
を
管
理
し
や
す
く
な
っ

た
）
7
（

。「
化
学
的
拘
束
衣
」
と
し
て
の
役
割
を
も
つ
薬
物
療
法
の
導
入
で
あ
る
。
⑤
入

院
患
者
を
確
保
す
る
た
め
に
措
置
入
院
患
者
が
急
増
し
、
そ
の
増
加
は
入
院
期
間
の
長

期
化
と
と
も
に
病
院
経
営
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
そ
れ
は
精
神
科

病
院
の
閉
鎖
性
と
拘
束
性
を
強
化
し
、
病
院
収
容
化
を
促
し
た
。
⑥
精
神
病
者
に
よ

る
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
駐
日
大
使
傷
害
事
件
に
よ
り
、
社
会
秩
序
の
防
衛
策
が
よ
り
強
化

推
し
進
め
た
要
因
と
な
り
、「
社
会
的
入
院
」
と
い
う
現
象
を
生
み
出
し
た
。
そ
れ

は
社
会
秩
序
の
防
衛
策
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
代
に
精
神
科
病
床
数
が
急
増
し
て
い
く
時
期
に
、
長
期
入
院
を
強
い

ら
れ
た
男
性
が
い
る
。
時
東
一
郎
氏
（
仮
名
）
は
、『
精
神
病
棟
40
年
』
の
な
か
で

自
身
の
入
院
体
験
を
赤
裸
々
に
語
っ
て
い
る
。
時
東
氏
は
、
一
六
歳
で
発
病
、
二
二

歳
で
強
制
入
院
さ
せ
ら
れ
、
現
在
ま
で
四
四
年
の
入
院
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
現

在
、
寛
解
し
、
病
状
は
安
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
で
の
受
け
皿
が

な
い
た
め
、
現
在
で
も
入
院
中
で
あ
る
。
彼
は
、
精
神
科
病
院
の
内
実
に
つ
い
て
、

「
人
間
の
捨
て
場
所
」
で
あ
り
、「
電
気
シ
ョ
ッ
ク
」
が
処
置
さ
れ
、「
入
院
不
要
の

患
者
で
あ
ふ
れ
か
え
る
」
場
所
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。「
精
神
病
院
は
牧
畜
業
で

あ
る
」
と
い
う
元
日
本
医
師
会
長
の
言
葉
の
よ
う
に
、「
患
者
は
病
院
の
固
定
資
産
」

と
し
て
収
容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
〔
時
東 

二
〇
一
二
〕。
こ
う
し
た
精
神
科
病
棟

の
非
人
道
的
な
処
遇
に
つ
い
て
は
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
大
熊
一
夫
に
よ
る
入
院
体
験

の
記
録
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
〔
大
熊 

一
九
八
七=

一
九
八
一
：
一
九
九
九=

一
九
八
五
〕。

同
時
代
に
、
欧
米
諸
国
は
精
神
病
者
が
病
気
を
持
ち
な
が
ら
地
域
で
暮
ら
す
こ
と

を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
政
策
を
選
択
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
五
九

年
に
精
神
保
健
法
を
制
定
し
、
こ
れ

ま
で
の
施
設
収
容
か
ら
地
域
社
会
で

の
ケ
ア
へ
移
行
す
る
と
い
う
開
放
化

政
策
を
打
ち
出
し
た
。
一
九
五
六

年
か
ら
一
九
九
五
年
の
間
に
、

一
五
万
四
千
床
か
ら
四
万
二
〇
〇
〇

床
ま
で
七
四
％
の
精
神
病
床
を
削

減
し
て
い
る
〔
吉
川 

二
〇
〇
三
：

三
二
〕。　

ま
た
、
イ
タ
リ
ア
で
は
一
九
七
八

図3　精神科平均在院日数推移の国際比較
　　　 （厚生労働省社会・援護局 HP の資料を

もとに作成）出典（浮ヶ谷 2009）

図2 精神科病床数推移の国際比較
　　　　（厚生労働省社会・援護局 HP の
　　　　資料をもとに作成）出典
　　　　（浮ヶ谷 2009）
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年
に
精
神
科
病
院
へ
の
新
た
な
入
院
を
禁
じ
る
「
法
律
一
八
〇
号
」（
通
称
バ
ザ
ー

リ
ア
法
）
が
制
定
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
政
府
の
後
押
し
の
も
と
、
二
〇
〇
〇
年
に
は

イ
タ
リ
ア
政
府
保
健
大
臣
に
よ
り
国
内
の
精
神
科
病
院
の
完
全
閉
鎖
が
宣
言
さ
れ
た

〔
ジ
ル 

二
〇
〇
五
〕。
そ
の
特
徴
は
、
①
精
神
科
病
院
へ
の
入
院
と
再
入
院
の
禁
止
、

②
各
地
区
保
健
単
位
に
お
け
る
精
神
科
治
療
に
つ
い
て
の
多
職
種
チ
ー
ム
の
配
置
、

③
総
合
病
院
内
に
地
域
サ
ー
ビ
ス
と
関
連
し
て
設
立
さ
れ
た
精
神
科
病
棟
の
設
立

（
上
限
一
五
床
）、
④
強
制
治
療
の
要
件
に
最
大
七
日
間
と
い
う
入
院
の
制
限
期
間
を

設
け
た
こ
と
で
あ
る
〔
水
野 

二
〇
〇
三
：
四
八
〕。
法
律
一
八
〇
号
の
機
軸
を
な
す
思

想
は
、
松
嶋
に
よ
れ
ば
「
患
者
本
人
の
自
発
的
な
意
思
」
と
い
う
「
本
人
原
則
」
と

「
病
院
外
で
精
神
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」と
い
う「
地
域
原
則
」で
あ
る
と
い
う〔
松

嶋 

二
〇
一
四
：
八
三-

八
六
〕。
こ
の
二
つ
の
精
神
と
そ
れ
を
具
現
化
す
る
精
神
保
健

シ
ス
テ
ム
の
改
革
が
、
イ
タ
リ
ア
で
の
精
神
科
病
院
の
解
体
と
患
者
の
地
域
移
行
を

可
能
に
さ
せ
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
精
神
病
者
の
病
院
収
容
化
が
進
む
だ
け
で
は
な
く
、
精
神

科
病
院
で
の
不
祥
事

）
8
（

が
相
次
ぎ
、
そ
れ
が
明
る
み
に
出
さ
れ
た
こ
と
で
国
連
人
権
小

委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
国
際
法
律
家
委
員
会
（
J
C
J
）
と
国
際
保
健
専
門
職
委

員
会
（
I
C
H
P
）
の
調
査
団
が
一
九
八
五
年
、
一
九
八
八
年
、
一
九
九
二
年
と
三

回
に
わ
た
っ
て
日
本
に
入
っ
て
い
る
。先
の
時
東
氏
や
大
熊
の
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、

日
本
の
精
神
医
療
の
実
態
を
調
査
し
、
日
本
の
精
神
医
療
の
改
善
に
つ
い
て
勧
告
が

な
さ
れ
た
の
で
あ
る
〔
国
際
法
律
家
委
員
会
編 

一
九
九
六
〕。

国
際
社
会
か
ら
の
批
判
を
受
け
て
、
一
九
八
七
年
に
人
権
保
護
を
主
題
と
し
た
精

神
保
健
法
が
制
定
さ
れ
、
任
意
入
院
の
創
設
、
社
会
復
帰
の
促
進
、
入
院
患
者
に
対

す
る
行
動
制
限
の
規
制
、
そ
し
て
精
神
医
療
審
査
会
の
創
設
等
の
規
定
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
三
年
に
身
体
障
が
い
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
の
三

障
が
い
を
一
本
化
し
た
障
害
者
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
精
神
病
者
が
他
の
障
が
い
者

と
同
様
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
年
後
の
一
九
九
四
年
に
地
域
保
健
法
が
制

定
さ
れ
、
精
神
障
害
者
地
域
生
活
援
助
事
業
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
の
規
定
と
法
定

施
設
外
収
容
禁
止
規
定
が
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
精
神
保
健
の
権
限
が
都
道
府
県

レ
ベ
ル
か
ら
市
町
村
レ
ベ
ル
へ
と
移
行
さ
れ
た
。
一
九
九
五
年
に
な
る
と
精
神
病
者

を
福
祉
の
対
象
と
す
る
精
神
保
健
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
も
精
神
科
病
院
で
の
患
者
の
拘
束
、
監
禁
、
多
剤
投
与
と

い
う
、
人
権
無
視
に
つ
な
が
る
精
神
医
療
は
依
然
存
続
し
て
い
た
。
呉
ら
の
想
像
を

超
え
た
「
二
重
の
不
幸
」
を
背
負
っ
た
精
神
病
者
が
、
一
〇
〇
年
た
っ
て
も
な
お

三
〇
万
人
以
上
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
の
精
神
科
病
院
数
／
病
床
数
な
ら
び
に
在
院
日
数
の
顕
著
な
高
さ
を
受
け

て
、
厚
生
労
働
省
は
二
〇
〇
三
年
に
「
新
障
害
者
プ
ラ
ン
」
を
提
唱
し
、
入
院
患
者

の
地
域
移
行
に
取
り
組
み
始
め
た
。
入
院
の
必
要
の
な
い
患
者
約
七
万
二
〇
〇
〇
人

の
退
院
促
進
に
動
い
た
〔
精
神
保
健
福
祉
対
策
本
部 

二
〇
〇
四
〕。
そ
の
際
、
施
策
の

な
か
に
当
事
者
同
士
の
支
え
合
い
を
目
的
と
し
た
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
取
り
入
れ

ら
れ
た
の
で
あ
る
〔
浮
ヶ
谷 

二
〇
一
五
b
〕。
し
か
し
、
そ
の
実
効
性
は
不
確
実
で

あ
り
、
今
で
も
な
お
病
床
数
が
減
少
し
て
い
く
傾
向
は
な
い
。

こ
う
し
た
実
態
は
、
精
神
障
が
い
の
当
事
者
か
ら
見
れ
ば
、
治
療
の
道
は
入
院
以

外
の
選
択
肢
は
な
い
か
の
よ
う
に
映
る
。
ま
た
、
家
族
も
ま
た
入
院
を
選
択
し
た
結

果
、
身
内
の
精
神
病
者
の
存
在
を
一
般
の
人
々
の
目
か
ら
隠
す
こ
と
に
も
な
る

）
9
（

。
長

期
に
わ
た
っ
て
精
神
病
者
を
病
院
に
囲
い
込
む
日
本
の
精
神
医
療
の
あ
り
方
が
、
当

事
者
の
病
気
を
も
ち
な
が
ら
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
を
困
難
な
状
況
に
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
囲
い
込
ま
れ
た
当
事
者
は
そ
の
実
態
が
隠
さ
れ
て
し
ま
い
、
社
会
に
と
っ

て
不
安
や
恐
怖
の
対
象
に
な
る
。
そ
れ
は
症
状
へ
の
対
処
の
道
を
閉
ざ
し
、
当
事
者

自
ら
が
心
身
症
状
を
他
者
に
語
る
こ
と
を
阻
み
、
当
事
者
は
ま
す
ま
す
社
会
か
ら
孤

立
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
３
）日
本
で
精
神
科
病
院
数（
病
床
数
）が
減
少
し
な
い
要
因　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
を
取
り
入
れ
た
イ
ギ
リ
ス
や
精
神
科
病
院
を
廃
止
し
た
イ
タ

リ
ア
に
比
べ
て
、
日
本
で
は
な
ぜ
病
院
数
（
病
床
数
）
が
減
少
し
て
い
か
な
い
の
だ
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ろ
う
か
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の

は
、
日
本
の
民
間
（
私
立
）
精
神
科
病
院
数
の
多
さ

で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
国
公
立
病
院
で
あ
る
イ
ギ
リ

ス
や
イ
タ
リ
ア
に
比
べ
て
、
日
本
の
場
合
、
民
間
病

院
が
八
〇
％
近
く
を
占
め
て
い
る
（
表
1
）。
そ
の

た
め
に
、
国
家
政
策
で
早
期
退
院
や
減
床
を
掲
げ
て

も
、
経
営
上
の
問
題
で
民
間
精
神
科
病
院
が
減
床
に

向
か
う
こ
と
は
困
難
な
の
で
あ
る
。

日
本
で
病
床
数
が
削
減
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
、

浦
河
赤
十
字
病
院
の
元
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
向

谷
地
生
良
氏
（
以
後
向
谷
地
氏
、
現
在
北
海
道
医
療

大
学
教
授
）
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

日
本
の
場
合
、
総
合
病
院
の
精
神
科
病
棟
を

廃
止
し
て
い
く
と
こ
ろ
は
多
い
。
こ
の
こ
と
が

社
会
問
題
と
な
り
、
一
般
の
民
間
精
神
科
病
院

は
残
す
べ
き
と
な
っ
た
。
総
合
病
院
の
精
神
科

病
棟
を
退
院
し
た
患
者
は
、
通
常
は
民
間
精
神

科
病
院
に
転
院
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
の

場
合
、「
精
神
科
病
床
の
減
少
」
が
意
味
す
る

の
は
、
民
間
精
神
科
病
院
に
転
院
さ
せ
る
こ
と

だ
っ
た
。
で
も
、
浦
河
で
は
転
院
は
し
な
か
っ

た（
後
述
す
る
）。
例
え
ば
、総
合
病
院
の
精
神
科
病
棟
が
ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
す
。

す
る
と
、
札
幌
の
民
間
病
院
が
も
ら
う
。
建
て
替
え
の
費
用
を
捻
出
す
る
た
め

に
民
間
精
神
科
病
院
は
増
床
す
る
と
い
う
結
論
に
な
る
。
だ
か
ら
、
札
幌
の
病

床
数
は
現
在
で
も
減
っ
て
は
い
な
い
。

（
二
〇
一
二
／
〇
九
／
〇
三
〈
カ
フ
ェ
ぶ
ら
ぶ
ら
〉
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

向
谷
地
氏
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
は
経
営
的
に
困
難
な
理
由
で
総
合
病
院
の
精
神
科

が
閉
鎖
さ
れ
る
な
か
、
単
科
の
民
間
精
神
科
病
院
が
経
営
上
の
理
由
で
病
床
を
埋
め

る
た
め
に
入
院
患
者
を
獲
得
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う

）
10
（

。
し
た
が
っ
て
、
日
本
全
体

の
精
神
科
病
床
数
は
依
然
変
わ
ら
な
い
現
状
に
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
精
神
保
健

福
祉
の
専
門
職
間
の
多
職
種
連
携
が
不
備
で
あ
る
こ
と
、
い
ま
だ
監
督
責
任
を
家
族

に
置
く
こ
と
で
家
族
が
受
け
入
れ
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
入
院
患
者
を
受
け

入
れ
る
体
制
が
地
域
に
お
い
て
整
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
加
え
て
、

精
神
障
が
い
を
も
ち
な
が
ら
地
域
で
暮
ら
す
た
め
の
当
事
者
活
動
の
未
熟
さ
も
ま
た

影
響
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

❷
当
事
者
活
動
の
展
開
に
伴
う
脱
施
設
化
―
第
一
次
減
床
の
プ
ロ
セ
ス

北
海
道
浦
河
町
に
あ
る
浦
河
赤
十
字
病
院
（
以
下
浦
河
日
赤
）
は
一
九
三
九
年

に
「
日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部
浦
河
療

院
」
と
い
う
名
称
の
も
と
総
病
床
数
四
二

床
で
開
設
さ
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

一
九
四
八
年
に
「
浦
河
赤
十
字
病
院
」
と
名

称
を
変
更
し
、
一
九
五
九
年
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
二
階
建
て
五
〇
床
（
女
子
：
二
〇

床
、
男
子
：
三
〇
床
）
で
精
神
科
病
棟
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、
浦
河
日
赤
は
全
国

の
精
神
科
の
病
床
数
の
増
加
と
並
行
し
て
、

一
九
六
二
年
に
五
六
床
、
一
九
六
九
年
に

七
二
床
、
一
九
七
七
年
に
九
〇
床
と
な
り
、

一
九
八
九
年
に
は
一
三
〇
床
（
閉
鎖
病
棟

六
〇
床
、
開
放
病
棟
七
〇
床
）
と
増
床
し
て

き
た
（
図
4
）〔
浮
ヶ
谷 

二
〇
〇
九
：
五
五
〕。

表１ 病院種別・開設者別施設数
出典：厚生労働省病院経営管理指標（平成23年度）

（単位：施設）
区分 一般病院 ケアミックス病院 療養型病院 精神科病院 計

医療法人 190 147 124 81 542
自治体 257 77 9 21 364
社会保険関係団体 15 3 0 0 18
その他公的 120 23 1 1 145

計 582 250 134 103 1,069

図4 浦河日赤病床数の変化
　　　（浦河日赤 1989：99；浮ヶ谷 2009）
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（
１
）地
域
で
暮
ら
す
当
事
者
を
支
え
る
取
り
組
み

第
一
次
減
床
期
の
状
況
に
つ
い
て
、
元
浦
河
日
赤
精
神
神
経
科
部
長
、
川
村
敏
明

医
師
（
以
下
川
村
医
師
）
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

浮
ヶ
谷
：
一
三
〇
床
か
ら
六
〇
床
に
減
床
し
た
と
き
の
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

川
村
医
師
：
全
国
の
日
赤
病
院
で
、
ま
た
北
海
道
で
も
経
営
上
の
理
由
で
ベ
ッ

ド
の
削
減
を
進
め
て
い
た
。
浦
河
で
も
五
〇
床
か
六
〇
床
を
目
指
し
て
い
た
。

二
〇
〇
一
年
に
ベ
ッ
ド
が
削
減
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
浦
河
で
は
二
〇
年

以
上
、
当
事
者
活
動
の
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
が
他
の
地
域
と
は
違
っ
た
。
こ
れ

ま
で
病
床
削
減
の
場
合
、転
院
が
一
般
的
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
発
言
す
る
患
者
、

意
見
を
も
つ
患
者
が
い
た
。
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
で
転
院
、
つ
ま
り
他
の
病
院
に

行
く
と
い
う
こ
と
は
、
地
元
を
失
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
ま
で
の
当

事
者
活
動
と
矛
盾
し
た
形
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
の
が
我
々
の
与
え

ら
れ
た
大
き
な
課
題
だ
っ
た
。
地
域
活
動
な
ん
て
視
野
に
な
い
病
院
の
幹
部
た

ち
は
患
者
を
他
の
病
院
に
移
せ
る
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
私
は
「
本
人
の

望
ま
な
い
転
院
は
さ
せ
な
い
」
と
断
言
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
検
討
委
員
会
を

つ
く
り
、
主
治
医
の
判
断
を
最
優
先
す
る
こ
と
を
武
器
に
「
受
け
皿
の
な
い
状

況
で
は
転
院
さ
せ
な
い
こ
と
を
条
件
に
す
る
」と
い
っ
た
ら
、幹
部
た
ち
は
が
っ

か
り
し
て
い
た
。

地
域
、
と
く
に
〈
べ
て
る
〉
が
率
先
し
て
反
応
し
て
く
れ
た
。〈
べ
て
る
〉

が
体
験
者
と
し
て
、
そ
の
思
い
を
伝
え
て
い
た
。
毎
週
、
入
院
患
者
向
け
の
勉

強
会
を
開
き
、
そ
れ
を
一
年
間
続
け
た
。
当
事
者
活
動
を
基
本
的
に
行
っ
て
い

た
。
例
え
ば
、
病
名
、
薬
の
名
前
、
相
談
が
で
き
る
か
、
友
だ
ち
が
で
き
る
か
、

S
O
S
が
出
せ
る
か
、
自
分
は
ど
う
し
た
い
の
か
、
自
分
の
た
め
に
は
ど
う
す

る
の
か
、
な
ど
。
患
者
は
、
他
人
任
せ
で
は
暮
ら
し
て
い
け
な
い
、
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
具
体
的
に
取
り
組
ん
だ
。
退
院
し
て
い
る
人

と
こ
ろ
が
、二
〇
〇
〇
年
に
病
床
種
別
の
見
直
し
を
図
る
医
療
法
の
改
正
を
受
け
、

経
営
上
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
精
神
科
病
床
数
の
削
減
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
表
2
と
表
3
に
示
す
よ
う
に
、
二
年
半
に
わ
た
っ
て
病
棟
を
改
編
す
る
た
め
の

準
備
委
員
会
を
発
足
し
、
入
院
患
者
へ
の
説
明
と
地
域
移
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し

た
〔
向
谷
地 

二
〇
〇
三
：
六
六
、 

七
〇
〕。
そ
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
〈
浦
河
べ
て
る

の
家
〉（
以
下
〈
べ
て
る
の
家
〉〈
べ
て
る
〉）
と
の
協
力
体
制
の
も
と
、
二
〇
〇
二

年
三
月
に
開
放
病
棟
七
〇
床
を
閉
鎖
し
、
患
者
を
他
の
精
神
科
病
院
に
転
院
さ
せ
る

こ
と
な
く

）
11
（

、
一
三
〇
床
か
ら
閉
鎖
病
棟
六
〇
床
へ
と
減
床
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
浦
河
日
赤
の
減
床
に
向
け
た
こ
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
第
一
次
減
床
の
プ
ロ

セ
ス
と
呼
ぶ
。

表2 病床再編計画のプロセス　出典（向谷地 2003）

表3 対象となった入院患者の内訳
　　　 （2001 年１月現在：進める会発足時）　出典（向谷地 2003）
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た
ち
が
生
の
声
を
伝
え
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
地
域
で
暮
ら
す
か
た
ち
が
見

え
て
き
た
。
ベ
ッ
ド
削
減
の
た
め
に
〈
べ
て
る
〉
の
取
り
組
み
が
資
源
と
し
て

使
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

（
二
〇
一
二
／
〇
九
／
〇
五
浦
河
日
赤
精
神
科
外
来
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

　

ま
た
、
川
村
医
師
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
先
の
向
谷
地
氏
は
、
精
神
科
の

減
床
化
と
い
う
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
別
の
角
度
か
ら
以
下
の
よ
う
に
話
す
。

一
九
八
八
年
に
浦
河
日
赤
の
精
神
科
病
棟
は
九
〇
床
か
ら
一
三
〇
床
に
な
っ

た
。
当
時
、
院
内
で
も
「
増
床
の
時
代
で
は
な
い
」
と
い
う
反
対
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
頃
、
老
朽
化
す
る
建
物
を
改
修
す
る
費
用
を
確
保
す
る
た
め
の

増
床
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
二
一
、〇
〇
〇
床
と
い
う
北
海
道
内
で
の
基
準

が
あ
り
、「
増
床
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
な
っ
た
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
が
多

い
こ
と
を
理
由
に
「
特
例
許
可
病
床
」
に
よ
っ
て
増
床
し
た
。
当
時
の
七
病
棟

（
閉
鎖
病
棟
），
八
病
棟
（
開
放
病
棟
）
時
代
は
黄
金
時
代
で
八
病
棟
は
退
院
病

棟
と
い
わ
れ
て
い
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
三
人
、
訪
問
看
護
師
三
人
態
勢

だ
っ
た
。

そ
の
後
一
〇
年
た
っ
て
精
神
医
療
の
状
況
が
変
わ
り
、
院
長
が
精
神
病
棟
の

ベ
ッ
ド
数
を
減
少
さ
せ
る
と
言
い
出
す
。
当
時
、
静
内
に
二
八
〇
床
、
浦
河
に

一
三
〇
床
あ
っ
て
、
日
高
管
内
で
四
一
〇
床
は
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
院

長
を
含
め
、
各
科
の
部
長
、
看
護
師
長
、
事
務
局
を
交
え
て
「
病
棟
再
編
を
進

め
る
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
基
本
的
に
は
、
医
師
と
看
護
師
を
中
心
と
し

た
精
神
科
ス
タ
ッ
フ
に
任
せ
ら
れ
た
。
そ
の
頃
、
減
床
を
意
識
し
て
一
三
〇
床

の
と
こ
ろ
一
一
〇
人
く
ら
い
の
入
院
患
者
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
退
院
患
者
の
在
宅
訪
問
を
開
始
し
、
デ
イ
ケ
ア
を
立
ち
上

げ
る
。
受
け
皿
と
し
て
〈
べ
て
る
〉
が
住
居
を
用
意
す
る
た
め
の
予
算
を
捻
出

し
た
。
資
金
の
た
め
の
援
助
を
銀
行
に
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
銀
行
は
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
く
れ
た
。
当
時
の
行
政
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
い
う
考
え
は
な
か
っ

た
。
精
神
障
害
者
が
地
域
に
出
る
こ
と
が
不
安
で
「
何
か
起
き
た
ら
責
任
取
り

た
く
な
い
」「
精
神
の
人
は
外
に
出
し
た
く
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た

の
だ
と
思
う
。
検
討
委
員
会
は
月
一
回
進
捗
状
況
を
報
告
し
、
寄
付
を
募
っ
た

り
、
建
物
を
買
い
上
げ
た
り
、
住
居
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
当
時
、
最
終
的

に
八
、〇
〇
〇
万
円
を
個
人
名
義
で
借
用
し
た
。〈
べ
て
る
の
家
〉
は
二
〇
〇
二

年
に
法
人
化
さ
れ
た
。

浦
河
で
退
院
し
て
い
く
患
者
の
中
に
は
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
入
院
し
て
い

る
人
が
い
た
。
A
さ
ん
は
「
退
院
さ
せ
な
い
で
く
れ
」
と
い
っ
て
自
分
で
ほ
か

の
病
院
を
探
し
て
い
た
。
で
も
、
退
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
病
棟
の
空
気
が

変
わ
る
と
、
退
院
す
る
気
に
な
っ
て
い
っ
た
。

（
二
〇
一
二
／
〇
九
／
〇
三
〈
カ
フ
ェ
ぶ
ら
ぶ
ら
〉
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

川
村
医
師
は
、
浦
河
日
赤
精
神
科
の
病
床
数
の
削
減
を
進
め
た
要
因
と
し
て
、
外

圧
と
内
圧
と
二
つ
の
要
因
を
指
摘
し
て
い
る
。
外
圧
と
し
て
、
当
時
日
赤
病
院
が
経

営
上
の
問
題
か
ら
全
国
レ
ベ
ル
で
病
床
数
の
削
減
を
進
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
を
後
押
し
し
た
の
は
、
向
谷
地
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
精
神
科
病
床
数
の

地
域
全
体
で
の
バ
ラ
ン
ス
と
精
神
科
病
床
数
の
増
加
の
時
代
は
終
わ
っ
た
と
い
う
認

識
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
外
圧
以
上
に
開
放
病
棟
の
廃
止
を
可
能
に
し
た
の
は
、
当
事
者
活
動
の

展
開
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
総
合
病
院
の
精
神
科
病
棟
を
廃
止
し
た
と
し
て
も
、
入
院

患
者
は
地
域
に
出
る
こ
と
も
な
く
民
間
精
神
科
病
院
に
転
院
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り

総
合
病
院
の
精
神
科
病
床
数
は
減
少
し
て
も
、
入
院
患
者
数
に
変
化
は
な
い
と
い
う

結
果
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
川
村
医
師
は
「
ロ
ー
カ
ル

な
地
域
で
転
院
、
他
の
病
院
に
行
く
と
い
う
こ
と
は
、
地
元
を
失
う
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
そ
れ
ま
で
の
当
事
者
活
動
と
矛
盾
し
た
形
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い

う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、「
私
は
本
人
の
望
ま
な
い
転
院
は
さ
せ
な
い
」
と
断
言
し
、「
受
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け
皿
の
な
い
状
況
で
は
転
院
さ
せ
な
い
こ
と
を
条
件
に
す
る
」
こ
と
を
明
言
し
た
の

で
あ
る
。

な
か
で
も
川
村
医
師
の
意
思
表
明
を
確
信
さ
せ
た
の
は
、
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ

て
当
事
者
活
動
を
展
開
し
て
い
た
〈
べ
て
る
の
家
〉
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。「
こ

こ
で
は
発
言
す
る
患
者
、
意
見
を
も
つ
患
者
が
い
た
」「
べ
て
る
が
体
験
者
と
し
て
、

そ
の
思
い
を
伝
え
て
い
た
」
と
い
う
よ
う
に
、〈
べ
て
る
〉
の
当
事
者
活
動
が
入
院

患
者
の
地
域
移
行
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。
退
院
に
向
け
て
の
当
事
者
主
体

の
活
動
と
は
何
か
。
病
名
、
薬
の
名
前
、
相
談
が
で
き
る
か
、
友
だ
ち
が
で
き
る
か
、

S
O
S
が
出
せ
る
か
、
自
分
は
ど
う
し
た
い
の
か
、
自
分
の
た
め
に
は
ど
う
す
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
当
事
者
自
身
が
考
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、

こ
れ
ま
で
〈
べ
て
る
の
家
〉
で
は
朝
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
幻
聴
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
住
居

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
も
あ
り
、
普
段
か
ら
の
取
り
組
み
の
一

環
で
あ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
何
ら
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
馴
染
み
の
あ

る
や
り
方
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
当
事
者
主
体
の
活
動
を
支
え
る
医
療
福
祉
の
専
門
家
（
医
師
・
看
護
部
長
・

看
護
師
長
・
訪
問
看
護
師
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
作
業
療
法
士
・
事
務
局
な
ど
）

で
構
成
す
る
「
病
棟
再
編
を
進
め
る
委
員
会
」
の
取
り
組
み
も
見
過
ご
せ
な
い
。
浦

河
日
赤
で
は
病
床
を
再
編
成
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
「
精
神
科
の
今
後
を

考
え
る
会
」
を
発
足
し
、
延
べ
六
回
の
討
議
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
、

二
〇
〇
一
年
一
月
に
病
院
長
に
答
申
を
提
出
し
、「
病
棟
再
編
を
進
め
る
委
員
会
」

を
組
織
し
て
い
る
〔
向
谷
地 

二
〇
〇
三
：
六
六
〕。
こ
の
委
員
会
は
月
一
回
の
頻
度
で

開
催
し
一
年
間
を
通
し
て
継
続
的
に
開
催
さ
れ
た
。
基
本
的
に
は
、
精
神
科
医
と
精

神
科
看
護
師
に
任
せ
た
か
た
ち
と
な
っ
た
。
入
院
患
者
を
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
リ
ス
ト
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
必
要
な
支
援
は
何
か
、
サ
ポ
ー
ト
が

あ
れ
ば
退
院
で
き
る
グ
ル
ー
プ
に
は
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
そ
の
と
き
、
並
行
し
て
看
護
師
に
よ
る
在
宅
訪
問
と
デ
イ
ケ
ア
と
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。

（
２
）退
院
予
定
患
者
と
退
院
患
者
へ
の
支
援
の
取
り
組
み

精
神
科
病
棟
の
閉
鎖
と
い
う
現
実
に
具
体
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
退
院
予
定
患

者
の
出
口
と
な
る
精
神
科
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
と
、
入
り
口
と
し
て
の
共
同
住
居
で
の

受
け
入
れ
態
勢
を
つ
く
っ
た
〈
浦
河
べ
て
る
の
家
〉
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。

当
時
、
精
神
科
開
放
病
棟
（
八
病
棟
）
の
師
長
で
あ
っ
た
竹
越
靖
子
氏

）
12
（

は
、
退
院

予
定
の
患
者
一
人
ひ
と
り
に
対
応
し
た
退
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
患
者
が
地
域
で

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
抱
え
る
課
題
を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て
い
っ
た
。
当
時
を
振

り
返
り
、
自
分
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

当
時
、
病
棟
看
護
師
は
入
院
患
者
の
退
院
先
の
住
居
に
出
向
い
て
、
地
域
で

暮
ら
す
た
め
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
準
備
を
手
伝
っ
た
。
例
え
ば
、
I
さ
ん
と
い

う
患
者
は
退
院
先
の
住
居
が
ご
み
屋
敷
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
当
時
男
性
看

護
師
は
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
た
め
、
営
繕
課
（
ボ
イ
ラ
ー
室
）
の
職
員
に
頼

ん
で
片
付
け
に
行
っ
た
り
し
た
。
ま
た
、〈
べ
て
る
〉
の
金
曜
日
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
病
棟
か
ら
患
者
を
連
れ
出
し
参
加
し
た
。
当
時
の
看
護
部
長
か
ら
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
ら
れ
た
が
、
看
護
部
長
の
休
み
の
日
を
狙
っ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
連

れ
出
し
た
。
当
時
の
病
棟
看
護
師
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
精
神
科
看
護
の
や
り

方
の
常
識
を
破
る
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
が
、
仕
事
は
〝
楽
し
い
〞
と

思
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
看
護
師
を
辞
め
る
も
の
は
だ
れ
も
い
な
か
っ
た
。
で

も
、
他
の
科
で
は
辞
め
る
看
護
師
が
い
た
た
め
、
そ
の
た
び
に
精
神
科
看
護
師

が
そ
こ
に
回
さ
れ
て
い
っ
た
。
精
神
科
に
や
っ
と
慣
れ
た
看
護
師
が
病
院
全
体

の
事
情
で
異
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、「
精
神
科
看
護
師
と
し
て
育
た
な
い
」

と
い
う
課
題
も
抱
え
て
い
た

）
13
（

。

退
院
後
、
当
事
者
の
住
居
に
訪
問
看
護
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
長
期
に
入
院

す
る
患
者
は
次
第
に
い
な
く
な
っ
た
。
再
入
院
し
て
も
せ
い
ぜ
い
一
〇
日
間
ぐ

ら
い
で
、
最
短
の
患
者
は
五
日
間
だ
っ
た
。
入
院
と
退
院
と
が
切
れ
な
い
で
つ
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な
が
っ
て
い
た
か
ら
。
早
め
に
入
院
す
る
こ
と
で
、
悪
化
す
る
の
を
回
避
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
川
村
先
生
か
ら
も
「
早
め
に
休
み
に
来
た
ね
」
と
言
わ
れ
た
。

か
つ
て
八
病
棟
で
は
、
外
出
や
外
泊
の
と
き
は
二
週
間
前
か
ら
申
請
し
、
許

可
を
も
ら
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。
ま
た
、朝
六
時
と
夕
方
六
時
に
検
温
、

体
重
測
定
、
刃
物
の
有
無
な
ど
の
持
ち
物
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
の
が
ル
ー
テ
ィ
ン

に
な
っ
て
い
た
。
で
も
、
こ
う
し
た
や
り
方
は
医
者
や
看
護
師
に
と
っ
て
の
都

合
で
し
か
な
く
、
拘
束
は
絶
対
や
り
た
く
な
い
と
い
う
思
い
の
も
と
で
、
向
谷

地
さ
ん
と
相
談
し
「
今
ま
で
の
ル
ー
ル
を
や
め
よ
う
か
」
と
提
案
し
た
。
病
棟

の
鍵
も
か
け
る
の
を
や
め
る
と
い
う
意
見
が
出
た
が
、「
普
通
の
家
で
も
夜
間

は
鍵
を
か
け
る
わ
け
だ
か
ら
、
夜
間
だ
け
は
か
け
よ
う
。
そ
の
代
り
、
朝
早
く

か
ら
開
け
れ
ば
い
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
や
っ
て
い

た
ら
、
他
の
日
赤
か
ら
も
見
学
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
二
〇
一
五
／
五
／
二
〇
神
奈
川
県
藤
沢
市
内
ホ
テ
ル
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

当
時
、
開
放
病
棟
は
七
〇
床
あ
り
、
看
護
ス
タ
ッ
フ
は
一
五
人
体
制
で
六
五
人
が

入
院
し
て
い
た
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
、
看
護
師
は
一
般
病
棟
の
三
分
の
二
で
よ
い

と
い
う
精
神
科
特
例
に
準
じ
た
ス
タ
ッ
フ
配
置
で
あ
る
。
し
か
し
、
竹
越
氏
に
よ
れ

ば
、
共
同
住
居
の
片
付
け
や
訪
問
看
護
な
ど
、
当
時
の
病
棟
看
護
師
は
病
院
の
外
に

出
て
い
く
こ
と
を
厭
わ
ず
、
退
院
予
定
の
患
者
や
既
に
退
院
し
た
患
者
の
暮
ら
し
方

の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
を
行
っ
て
い
た
。
病
棟
内
で
の
細
か
い
ル
ー
ル
を
一
つ

一
つ
見
直
し
、「
普
通
の
家
で
は
ど
う
な
の
か
」
と
自
問
し
、
よ
り
普
通
の
暮
ら
し

方
に
近
づ
け
て
い
っ
た
。

竹
越
氏
は
、
開
放
病
棟
の
廃
止
に
至
る
ま
で
の
九
年
間
、
川
村
医
師
や
向
谷
地
氏

と
相
談
し
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
や
〈
べ
て
る
の
家
〉
の
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
当
事
者
メ

ン
バ
ー
と
の
情
報
交
換
を
密
に
す
る
こ
と
で
、
入
院
患
者
が
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
を

実
現
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
浦
河
日
赤
で
は
看
護
師
が
高
い

離
職
率
を
示
す
な
か
、
開
放
病
棟
で
退
院
促
進
に
取
り
組
む
看
護
師
に
退
職
者
は
出

な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
患
者
を
退
院
さ
せ
る
た
め
の
ケ
ア
実
践
は
、
看
護
師

に
と
っ
て
も
生
き
生
き
と
し
た
や
り
が
い
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
退
院
患
者
の
入
り
口
と
な
る
〈
浦
河
べ
て
る
の
家
〉
で
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。〈
べ
て
る
の
家
〉
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
向
谷
地

悦
子
氏
（
以
下
悦
子
氏
）
は
、
減
床
化
の
プ
ロ
セ
ス
で
取
り
組
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
具

体
策
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

病
院
で
は
地
域
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、〈
べ
て
る
〉
で
も
準
備
委
員
会

を
立
ち
上
げ
た
。
七
〇
人
の
入
院
患
者
（
開
放
病
棟
）
を
ど
う
す
る
か
、
と
い

う
こ
と
が
課
題
だ
っ
た
。〈
べ
て
る
〉
は
社
会
福
祉
法
人
化
さ
れ
、
有
限
会
社

べ
て
る
シ
ョ
ッ
プ
で
お
金
を
借
り
て
、
ま
ず
は
共
同
住
居
と
い
う
「
箱
物
」
を

用
意
し
た
。

K
君
が
い
る
潮
騒
荘
、
そ
し
て
武
田
ハ
ウ
ス
は
T
さ
ん
と
い
う
当
事
者
が
二

階
に
住
ん
で
、
お
姉
さ
ん
が
一
、〇
〇
〇
万
円
を
用
立
て
て
く
れ
た
。
他
に
も
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
〈
浦
河
べ
て
る
の
家
〉、
共
同
住
居
の
リ
カ
ハ
ウ
ス
を
用
意

し
た
。
リ
カ
ハ
ウ
ス
に
暮
ら
す
A
さ
ん
は
、四
〇
年
と
い
う
長
期
入
院
の
人
で
、

布
団
の
買
い
方
が
わ
か
ら
な
い
、
ス
ト
ー
ブ
の
つ
け
方
が
わ
か
ら
な
い
、
部
屋

の
中
が
暑
か
っ
た
ら
消
し
た
り
、
あ
る
い
は
点
け
た
り
、
調
節
の
仕
方
が
わ
か

ら
な
い
と
い
う
人
だ
っ
た
。
ま
た
、
枕
や
カ
ー
テ
ン
を
ピ
ン
ク
で
そ
ろ
え
る
な

ど
、
こ
だ
わ
り
が
あ
る
人
。
地
震
や
津
波
が
あ
っ
て
も
動
か
な
い
人
な
の
で
高

台
の
リ
カ
ハ
ウ
ス
に
入
居
し
た
。
家
具
や
電
化
製
品
も
す
べ
て
〈
べ
て
る
〉
で

そ
ろ
え
た
。
K
君
の
場
合
、生
活
支
援
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん
に
賄
い
を
頼
み
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
り
、週
一
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
り
、

訪
問
看
護
を
入
れ
た
り
し
た
。

作
業
療
法
士
の
先
生
が
「
病
棟
に
帰
り
た
い
」
と
い
う
患
者
に
対
し
て
、「
い

つ
で
も
病
棟
に
来
て
い
い
よ
」
と
い
っ
て
く
れ
た
。
病
棟
は
風
通
し
が
良
か
っ

た
。
看
護
師
も
医
師
も
患
者
の
情
報
を
共
有
し
て
い
た
。
次
第
に
〈
べ
て
る
〉
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の
社
会
資
源
が
充
実
し
、病
棟
で
過
ご
す
必
要
が
な
く
な
っ
た
。そ
の
う
ち
、「
重

度
の
人
も
退
院
で
き
る
か
な
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
病
棟
と
〈
べ
て
る
〉
と

の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
と
退
院
し
て
い
っ
た
。

当
事
者
も
当
た
り
前
の
苦
労
を
し
て
い
く
。
専
門
家
で
は
な
い
人
の
暮
ら
し

や
か
か
わ
り
方
が
大
事
。
今
、
共
同
住
居
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
月
一
回
の
夕

食
会
を
や
っ
て
い
る
。
権
利
擁
護
（「
管
理
さ
れ
る
」
か
ら
「
自
分
か
ら
利
用

す
る
サ
ー
ビ
ス
」）
を
取
り
入
れ
た
。
例
え
ば
、
S
さ
ん
は
訪
問
販
売
に
応
じ

て
し
ま
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
お
金
を
使
っ
て
し
ま
う
。
社
協
で
権
利
擁
護
の
た
め

の
支
援
員
を
用
意
し
て
、
最
初
は
ど
な
っ
た
り
、
怒
っ
た
り
し
た
が
、
今
は
週

一
回
と
週
二
回
で
や
っ
て
い
る
。

〈
べ
て
る
〉
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
い
ろ
ん
な
人
（
ヘ
ル
パ
ー
、
権
利
擁
護
、
訪

問
看
護
、
民
生
委
員
な
ど
）
が
か
か
わ
る
の
が
い
い
。
世
話
人
は
主
婦
だ
が
、

全
部
で
四
人
か
ら
五
人
で
一
日
四
時
間
か
ら
六
時
間
ほ
ど
働
い
て
い
る
。
だ
い

た
い
当
事
者
五
人
対
世
話
人
一
人
で
配
置
し
た
。
発
達
障
害
や
統
合
失
調
症
の

人
の
家
族
は
、
本
人
と
切
り
離
す
の
で
は
な
く
、
支
援
す
る
人
と
し
て
か
か
わ

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
た
と
え
離
れ
て
い
て
も
、
家
族
と
同
じ
思
い
を
も
っ
た

人
が
必
要
だ
か
ら
。
二
四
時
間
支
援
体
制
で
、
夜
は
睡
眠
薬
を
飲
む
ま
で
支
援

し
た
。
N
さ
ん
の
場
合
、
夕
方
六
時
に
幻
聴
さ
ん
が
来
る
。
夕
暮
れ
時
が
不
安

だ
か
ら
、
仕
事
帰
り
に
寄
っ
て
み
た
り
し
た
。（
括
弧
内
は
筆
者
）

（
二
〇
一
三
／
〇
三
／
二
七
〈
カ
フ
ェ
ぶ
ら
ぶ
ら
〉
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

悦
子
氏
に
よ
れ
ば
、
地
域
で
の
受
け
皿
と
し
て
の
共
同
住
居
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
用
意
、
長
期
入
院
患
者
の
退
院
サ
ポ
ー
ト
、
病
棟
と
〈
べ
て
る
の
家
〉
と
の
良
好

な
関
係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
。
ま
ず
は
「『
箱
物
』
を

用
意
し
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
受
け
皿
と
し
て
の
共
同
住
居
の
準
備
で
あ
る

）
14
（

。〈
浦

河
べ
て
る
の
家
〉
が
二
〇
〇
二
年
に
法
人
化
さ
れ
た
後
、
家
事
援
助
も
含
め
た
共
同

住
居
が
一
六
ヶ
所
に
増
え
て
い
る
。
そ
の
と
き
、〈
べ
て
る
〉
の
メ
ン
バ
ー
の
関
係

者
か
ら
の
寄
付
金
、
地
元
の
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
、
地
域
住
民
か
ら
下
宿
の
提
供
、

そ
し
て
浦
河
保
健
所
、
民
生
委
員
、
地
元
の
自
治
会
か
ら
の
協
力
を
得
て
、
入
院

患
者
が
地
域
に
出
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
〔
向
谷
地 

二
〇
〇
三
：

六
九-

七
〇
〕。

長
期
入
院
患
者
の
退
院
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。「
布
団
の
買
い
方
が
わ
か
ら
な

い
、
ス
ト
ー
ブ
の
つ
け
方
が
わ
か
ら
な
い
、
部
屋
の
中
が
暑
か
っ
た
ら
消
し
た
り
、

あ
る
い
は
点
け
た
り
、
調
節
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
日
常
生
活

を
成
り
立
た
せ
る
基
本
的
な
思
考
や
動
作
が
奪
わ
れ
て
い
る
A
さ
ん
の
場
合
、
四
〇

年
間
の
社
会
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
ス
タ
ッ
フ
に
伴
走
さ
れ
な
が
ら
退
院
し
た
。

ま
た
、
最
後
ま
で
病
棟
に
残
っ
て
い
た
H
さ
ん
の
場
合
、
退
院
生
活
を
全
く
想
像
で

き
な
い
ま
ま
不
安
を
抱
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
退
院
予
定
患
者
の
勉
強
会
を
週
一
回

開
き
、
退
院
を
嫌
が
る
患
者
や
退
院
が
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
患
者
と
一
年
間
に

わ
た
り
話
し
合
い
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
〔
向
谷
地 

二
〇
〇
三
：
七
一
〕。

入
院
患
者
の
退
院
を
実
現
す
る
た
め
に
、
病
棟
の
専
門
家
ス
タ
ッ
フ
の
支
援
も
欠

か
せ
な
い
。
作
業
療
法
士
や
看
護
師
長
、
病
棟
看
護
師
た
ち
が
入
院
中
と
退
院
後
の

患
者
の
情
報
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
病
棟
と
〈
べ
て

る
の
家
〉
と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

〈
べ
て
る
の
家
〉
に
よ
る
支
援
の
な
か
で
、
退
院
し
た
患
者
と
直
接
か
か
わ
る
場

面
が
多
い
の
は
生
活
支
援
ス
タ
ッ
フ（
通
称
世
話
人
）で
あ
る
。
地
域
の
主
婦
が
パ
ー

ト
の
仕
事
と
し
て
支
援
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
〈
べ
て
る
の
家
〉
の
ス
タ
ッ
フ
や

訪
問
看
護
、
ヘ
ル
パ
ー
が
加
わ
り
、
必
要
な
ら
ば
二
四
時
間
体
制
で
当
事
者
を
支
援

す
る
体
制
を
作
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
第
一
次
減
床
が
実
現
し
た
理
由

以
上
の
よ
う
に
、
浦
河
日
赤
精
神
科
で
は
二
〇
〇
二
年
に
一
三
〇
床
か
ら
六
〇
床

へ
と
病
床
の
減
少
に
成
功
し
た
。こ
の
第
一
次
減
床
が
可
能
と
な
っ
た
要
因
と
し
て
、

以
下
の
四
点
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
ず
、
①
直
接
的
に
は
浦
河
日
赤
の
経
営
不
振
、
間
接
的
に
は
浦
河
町
の
経
済
不

況
、
過
疎
化
と
い
う
地
域
が
抱
え
る
社
会
的
状
況
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
浦
河

日
赤
が
精
神
科
の
入
院
患
者
に
対
応
す
る
力
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
②
受
け
皿
と
し
て
の
〈
べ
て
る
の
家
〉
が
社
会
資
源
と
し
て
多
角
的
に
機

能
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
共
同
住
居
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
提
供
し
、
生
活
支
援

員
を
配
備
し
、
住
ま
い
と
食
事
と
い
う
日
常
生
活
の
基
盤
と
な
る
基
本
的
な
活
動
が

確
保
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
作
業
所
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
働
く
場
所
を
用
意

し
、
地
域
で
仕
事
を
用
意
し
た
こ
と
で
あ
る
。
安
定
し
た
日
常
生
活
や
仕
事
を
遂
行

す
る
た
め
に
、
権
利
擁
護
の
利
用
や
多
種
多
様
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
用
意
し
た
り
、

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
中
心
と
し
た
日
々
の
助
け
合
い
や
一
人
ひ
と
り
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
cf.〔
浮
ヶ
谷 

二
〇
一
五
b
〕。
特
徴
的
な
の
は
、

当
事
者
メ
ン
バ
ー
の
親
子
関
係
、生
活
支
援
員
と
当
事
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
、ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
人
間
関
係
の
組
み
直
し
に
も
挑
戦
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

他
方
で
、
③
多
職
種
連
携
を
密
に
し
、
医
師
、
看
護
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

作
業
療
法
士
な
ど
の
専
門
家
自
身
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
作
っ
て
い
っ
た
。
減
床

化
と
同
時
に
、
地
域
で
暮
ら
す
当
事
者
を
支
え
る
た
め
に
看
護
師
が
在
宅
訪
問
を
開

始
し
、
ま
た
デ
イ
ケ
ア
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
中
心
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
で
、
患
者
の
苦
労
と
と
も
に
看
護

師
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
、
専
門
家
が
抱
え
る
日
々
の
苦
労
を
も
共
有
し
て

い
っ
た
。
同
時
に
、病
棟
と
〈
べ
て
る
の
家
〉
と
の
連
携
を
強
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
減
床
を
決
定
づ
け
た
の
は
、
④
「
転
院
で
は
な
く
地
域
へ
」
と
い
う
ス

タ
ッ
フ
の
「
回
復
（
リ
カ
バ
リ
ー
）」
へ
の
こ
だ
わ
り
で
あ
る
。
当
時
、
日
本
の
精

神
科
病
棟
の
減
床
や
廃
止
が
意
味
す
る
の
は
、他
病
院
へ
の
転
院
で
し
か
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
転
院
で
は
な
く
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
を
選
択
す
る
に
は
「
覚
悟
」

が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
覚
悟
」
を
決
め
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
〈
べ
て
る

の
家
〉が
取
り
組
ん
で
き
た
当
事
者
同
士
の
つ
な
が
り
の
構
築
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

後
に
当
事
者
研
究
へ
と
結
実
し
て
い
く

）
15
（

。

厚
労
省
は
二
〇
〇
四
年
に
精
神
障
が
い
を
も
つ
入
院
患
者
の
約
七
二
、〇
〇
〇
人

の
早
期
退
院
を
目
指
す
と
発
表
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
に
先
駆
け
て
浦
河
日
赤
で
は

お
よ
そ
七
〇
人
の
入
院
患
者
の
退
院
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。こ
の
経
緯
に
つ
い
て
、

後
に
川
村
医
師
は
厚
生
労
動
省
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
呼
ば
れ
て
い
る
。

❸
当
事
者
と
地
域
を
つ
な
ぐ
精
神
医
療
を
目
指
し
て

　

―
第
二
次
減
床
の
プ
ロ
セ
ス

第
一
次
減
床
か
ら
一
〇
年
後
、
二
〇
一
二
年
に
浦
河
日
赤
で
は
再
び
精
神
科
病
床

の
廃
止
と
い
う
問
題
が
浮
上
し
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
二
年
に
開
放
病

棟
（
七
〇
床
）
が
閉
鎖
さ
れ
て
、
ピ
ー
ク
時
一
三
〇
床
あ
っ
た
病
床
数
が
、
閉
鎖
病

棟
六
〇
床
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
二
〇
一
三
年
八
月
病
院
の
経
営

上
の
問
題
を
理
由
に
、
閉
鎖
病
棟
を
も
廃
止
す
る
旨
が
浦
河
町
に
向
け
て
正
式
に
発

表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
閉
鎖
病
棟
が
廃
止
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
浦
河
日
赤
で
は

精
神
科
病
床
数
は
ゼ
ロ
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
し

て
病
院
関
係
者
や
地
域
住
民
、
政
治
家
等
は
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
を
示
し
た
。
こ
こ
で

は
病
院
関
係
者
と
し
て
精
神
科
医
の
川
村
医
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
高
田
大

志
氏
（
以
下
高
田
氏
）、
そ
し
て
地
域
住
民
の
声
を
紹
介
し
な
が
ら
、
浦
河
日
赤
精

神
科
の
第
二
次
減
床
の
プ
ロ
セ
ス
を
描
き
出
す
こ
と
に
す
る
。

（
１
）病
棟
廃
止
の
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
と
方
向
性
の
模
索

浦
河
日
赤
が
病
棟
廃
止
を
発
表
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
川
村
医
師
は
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。

浮
ヶ
谷
：
病
棟
が
廃
止
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
耳
に
し
ま
し
た

が
？

川
村
医
師
：
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
、病
院
の
経
営
上
、七
病
棟
（
閉
鎖
病
棟
）

を
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
わ
れ
た
。「
え
っ
！
」
と
同
時
に
「
つ
い
に
来
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た
か
！
」
と
思
っ
た
。
二
〇
一
四
年
四
月
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
院
す
る
予
定
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
日
赤
と
い
う
病
院
の
き
ま
り
に
と
ら
わ
れ
な
い
活
動
を

し
て
い
き
た
い
。
単
に
、
精
神
科
が
縮
小
さ
れ
る
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
発
想
で

は
な
く
、
む
し
ろ
「
地
域
で
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
の
岐
路
が
来
た
と
い
う
こ

と
。「
大
き
な
可
能
性
に
か
け
ろ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

当
事
者
の
力
、
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
等
を
考
え
て
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

二
〇
年
間
、
自
分
が
こ
こ
で
精
神
科
部
長
を
や
っ
て
き
て
、
後
任
の
医
師
は
だ

れ
が
や
っ
て
も
や
り
に
く
い
だ
ろ
う
。
だ
と
し
た
ら
、
病
棟
だ
け
で
な
く
外
来

も
閉
じ
る
こ
と
が
理
想
的
で
あ
る
。（
か
つ
て
「
退
職
後
は
外
来
と
往
診
で
恩

返
し
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
）
こ
の
二
〇
年
間
は
、
病
院
を
出
て
開
院
す
る

た
め
の
助
走
期
間
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。（
か
つ
て
「
退
職
後
開
院
す
る
の

は
お
世
話
に
な
っ
た
日
赤
に
も
悪
い
し
、
浦
河
に
は
既
に
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

も
あ
る
か
ら
開
院
は
し
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
）

も
し
、
精
神
科
外
来
が
存
続
す
る
と
し
た
ら
、
S
病
院
（
隣
町
の
民
間
精
神

科
病
院
）
と
日
赤
の
外
来
と
の
二
足
の
わ
ら
じ
を
は
く
つ
も
り
だ
っ
た
。
S
病

院
で
は
す
っ
か
り
自
分
が
行
く
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
覆
す
の
も
け
っ

こ
う
難
し
い
が
、
病
院
の
経
営
上
の
問
題
で
閉
じ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と

で
納
得
を
し
て
も
ら
っ
た
。
認
知
症
へ
の
対
処
と
し
て
老
人
ホ
ー
ム
の
や
り
方

は
望
ま
な
い
。
だ
と
し
た
ら
何
を
し
た
ら
い
い
か
。
八
〇
代
で
発
症
し
て
い
る

認
知
症
者
に
七
〇
代
の
人
を
呼
ん
で
、
い
ず
れ
は
迎
え
る
で
あ
ろ
う
自
分
た
ち

の
老
い
の
迎
え
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
ん
な
こ
と
も
考
え
な
が
ら
一

年
後
を
待
っ
て
い
る
。（
括
弧
の
中
は
筆
者
）

　
（
二
〇
一
三
／
〇
三
／
二
五
浦
河
日
赤
精
神
科
外
来
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

川
村
医
師
は
、
当
初
、
三
〇
年
間
勤
続
し
た
病
院
へ
の
恩
返
し
を
予
定
し
て
い
た
。

し
か
し
、
病
院
の
経
営
上
の
問
題
か
ら
病
棟
の
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況

を
、
む
し
ろ
「
好
機
」
と
み
な
し
た
。
病
院
組
織
の
論
理
や
規
則
に
束
縛
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
自
由
な
発
想
と
自
在
な
行
動
が
で
き
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
、
地
域
の
中

の
精
神
医
療
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
方
向
に
舵
を
と
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
な
か
で

も
認
知
症
者
対
策
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
精
神
科
入
院
に
よ
る
治
療
や
認
知
症
高

齢
者
ホ
ー
ム
へ
の
入
居
と
い
う
や
り
方
に
対
し
て
も
疑
義
を
示
し
、
近
い
将
来
訪
れ

る
自
ら
の
老
い
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
た
め
に
も
新
た
な
方
策
を
模
索
す
る
道
を
選

ぶ
こ
と
に
す
る
。

川
村
医
師
と
両
輪
と
な
っ
て
精
神
障
が
い
者
の
生
活
を
支
え
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の

一
人
、
高
田
大
志
氏
（
以
後
高
田
氏
）
は
廃
止
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
理
由
と
今
後

の
〈
べ
て
る
〉
と
の
関
係
の
在
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

現
在
、
精
神
科
病
棟
は
五
〇
床
だ
が
、
入
院
患
者
は
実
質
四
〇
人
。
男
性
の

看
護
師
不
足
で
〝
病
棟
力
〞
が
な
く
な
っ
た
。
重
症
患
者
は
S
病
院
へ
行
き
、

入
退
院
の
繰
り
返
し
も
な
く
な
っ
た
。
病
棟
も
穏
や
か
で
、
長
期
入
院
患
者
か

若
手
患
者
の
ど
ち
ら
か
に
二
極
化
し
て
い
る
。
現
在
は
、
地
域
移
行
の
第
二
期

で
「
長
期
入
院
患
者
が
地
域
で
ど
う
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
」
を
考
え
て
い

る
。〈
べ
て
る
〉
に
乗
れ
な
い
患
者
も
い
る
。「
こ
れ
ま
で
光
を
当
て
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
患
者
を
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
と
き
に
来
て
い
る
。

〈
べ
て
る
〉
の
行
事
が
あ
る
、〈
べ
て
る
〉
の
活
動
が
あ
る
か
ら
と
〈
べ
て

る
〉
に
参
加
さ
せ
て
き
た
が
、
今
で
は
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
（〈
べ
て
る
〉
所
有

の
共
同
住
居
）
で
入
院
患
者
中
心
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
や
り
、
そ
こ
に
〈
べ
て

る
〉
に
来
て
も
ら
う
、
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。
だ
ん
だ
ん
、
主
体
の
軸

足
が
こ
れ
ま
で
と
違
っ
て
き
た
。「〈
べ
て
る
〉
が
あ
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
か

ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
い
る
。〈
べ
て
る
〉
に
乗
れ
る
患
者
は
放
っ
て
お
い
て

も
つ
な
が
る
。
そ
れ
だ
け
〈
べ
て
る
〉
は
力
が
つ
い
て
い
る
。
で
も
、
す
べ
て

の
人
が〈
べ
て
る
〉に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
。「
イ
タ
リ
ア
は
ど
う
な
の
か
」

と
思
っ
た
り
、〈
べ
て
る
〉
の
や
り
方
は
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、〈
べ

て
る
〉
の
や
り
方
で
は
な
い
や
り
方
も
あ
る
、
と
思
っ
た
り
し
て
い
る
。
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こ
れ
か
ら
が
本
格
的
な
地
域
移
行
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
す
べ
て
総
動
員
し
て
新
た
な
方
向
性
を
探
し
て
い

る
。（
括
弧
内
は
筆
者
）

（
二
〇
一
三
／
〇
三
／
二
五
浦
河
日
赤
相
談
室
に
て
立
ち
話
）

高
田
氏
に
よ
れ
ば
、
精
神
科
病
棟
の
廃
止
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、

「〝
病
棟
力
〞
の
低
下
」
を
指
摘
す
る
。
先
に
述
べ
た
第
一
次
減
床
期
の
精
神
科
病
棟

の
〝
看
護
力
〞
と
比
べ
れ
ば
、
病
棟
看
護
師
の
一
人
一
人
の
力
や
病
棟
全
体
の
〝
看

護
力
〞
が
低
下
し
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
た
し
か
に
、
筆
者
が
二
〇
〇
六
年
の
八
月

か
ら
九
月
に
か
け
て
一
ヶ
月
の
病
棟
調
査
の
と
き
に
い
た
看
護
師
は
、
二
、三
年
で

ほ
ぼ
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
〔
浮
ヶ
谷 

二
〇
〇
九
〕。
そ
の
と
き
の
〝
看
護
力

）
16
（

〞
と
比

較
し
て
も
低
下
し
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
も
、「
社
会
的
入
院
」
と
い
う
長
期
入
院

患
者
へ
の
退
院
促
進
は
並
み
の
看
護
力
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
困
難
さ
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
第
一
次
減
床
期
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
「
長
期
入
院
患
者
が
地
域
で

暮
ら
す
こ
と
」
へ
の
取
り
組
み
の
時
期
が
来
た
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
長
期
入
院
患
者
」
の
地
域
移
行
を
実
行
す
る
に
当
た
り
、
第
一
次
減

床
期
の
〈
浦
河
べ
て
る
の
家
〉
と
の
連
携
の
あ
り
方
も
異
な
っ
て
く
る
と
い
う
。
開

放
病
棟
の
入
院
患
者
は
、
閉
鎖
病
棟
の
患
者
に
比
べ
て
比
較
的
軽
症
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
に
、
地
域
に
共
同
住
居
や
作
業
所
な
ど
受
け
皿
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
社
会
復
帰

へ
の
道
は
期
待
で
き
る
。
し
か
し
、
働
き
盛
り
の
四
〇
年
間
を
病
棟
で
過
ご
し
た
Y

さ
ん
の
よ
う
に
、
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
た
空
間
で
暮
ら
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
当
事

者
に
と
っ
て
、
受
け
皿
を
用
意
し
た
だ
け
で
は
「
地
域
で
暮
ら
す
」
こ
と
に
は
つ
な

が
ら
な
い
。
暮
ら
し
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
に
身
に
つ
け
る
か
、
暮
ら
し
の
場
が
い

か
に
居
場
所
と
な
る
か
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
従
来
の
退
院
促
進
の
取
り

組
み
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
か
な
り
の
創
意
工
夫
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
こ
と

を
指
し
て
、
高
田
氏
は
「
べ
て
る
の
や
り
方
で
は
な
い
や
り
方
」「
新
た
な
方
向
性

を
模
索
し
て
い
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
九
月
の
時
点
で
「〝
病
院
力
〞
〝
看
護
力
〞
の
低
下
」
に
つ
い
て
川

村
医
師
も
ま
た
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

〝
病
院
の
力
〞〝
看
護
師
の
力
〞
が
弱
く
な
っ
た
。
ベ
テ
ラ
ン
が
い
な
く
な

り
、
男
性
看
護
師
も
い
な
い
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
が
暴
力
的
に
な
っ
た
り
、
不

安
感
を
増
し
た
り
し
て
い
る
。
当
事
者
研
究
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
爆
発
の

研
究
」
の
当
事
者
K
君
は
、
病
棟
で
の
「
爆
発
」
に
対
し
て
看
護
師
が
対
応
し

き
れ
な
く
な
り
S
病
院
へ
移
っ
て
い
る
。
病
院
は
経
営
的
に
困
難
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
困
難
な
状
態
。
一
方
、〈
べ
て
る
〉
は
力
が
強
く
な
っ

て
い
る
。
地
域
の
受
け
皿
と
し
て
〈
べ
て
る
〉
が
経
営
す
れ
ば
二
四
時
間
職
員

の
配
置
で
き
る
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
専
門
的
セ
ン
タ
ー
に
行
く
と
い
う
ふ
う
に

す
れ
ば
い
い
。
ま
た
、
日
高
地
域
全
体
で
認
知
症
が
増
え
て
、
老
人
ホ
ー
ム
に

頼
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
町
の
人
口
も
一
三
、〇
〇
〇
人
台
に
な
っ
て
い
る
。

人
間
の
暮
ら
し
の
基
本
と
し
て
、
基
本
に
か
え
る
こ
と
が
必
要
。
地
域
自
体
も

弱
く
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

（
二
〇
一
二
／
〇
九
／
〇
五
浦
河
日
赤
精
神
科
外
来
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

　
　川

村
医
師
は
減
床
化
を
促
す
原
因
と
し
て
〝
病
院
力
〞〝
看
護
力
〞
の
低
下
を
指

摘
し
て
い
る
。〝
病
院
力
〞
の
低
下
と
は
、
病
院
の
慢
性
的
な
看
護
師
不
足
と
医
師

不
足
と
い
う
問
題
を
指
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
症
状
の
激
し
い
重
症
患
者
に
も
対
応

で
き
る
〝
看
護
力
〞
を
有
し
て
い
た
が
、
い
ま
で
は
看
護
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題
と

し
て
限
界
が
来
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
地
域
全
体
の
問
題
に
目
を
向
け
て
、
認

知
症
者
の
受
け
入
れ
と
し
て
老
人
ホ
ー
ム
に
頼
る
現
状
な
ど
、〝
地
域
の
力
〞
が
弱

体
化
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

高
田
氏
と
川
村
医
師
の
言
葉
か
ら
、
浦
河
日
赤
精
神
科
病
棟
の
減
床
を
促
進
す
る

背
景
と
し
て
、
①
病
院
経
営
の
不
振
と
い
う
経
営
上
の
問
題
、
②
看
護
師
の
不
足
と

男
性
看
護
師
の
不
在
に
よ
る
〝
看
護
力
〞
の
低
下
、
す
な
わ
ち
〝
病
院
力
〞
の
低
下
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と
い
う
問
題
、
そ
し
て
③
増
加
す
る
認
知
症
高
齢
者
を
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
入
所
で

対
処
す
る
と
い
う
、〝
地
域
の
力
〞
の
低
下
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
総
合
病
院
の
精
神
科
病
棟
を
廃
止
す
る
と
い

う
問
題
は
、
そ
う
簡
単
に
は
済
ま
さ
れ
な
か
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
が
浦
河
日
赤
の
病
棟

廃
止
を
正
式
に
発
表
し
た
後
、
日
高
管
内
に
波
紋
が
巻
き
起
こ
り
、
地
域
住
民
に
よ

る
「
病
棟
廃
止
」
反
対
の
動
き
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）「
病
棟
廃
止
」反
対
の
動
き

二
〇
一
三
年
八
月
、浦
河
日
赤
精
神
科
病
棟
の
廃
止
と
い
う
正
式
発
表
に
対
し
て
、

浦
河
住
民
の
中
か
ら
反
対
の
声
が
上
が
り
、
署
名
活
動
に
ま
で
発
展
し
た
。
か
な
り

の
数
を
集
め
た
た
め
、
浦
河
町
長
や
病
棟
廃
止
に
反
対
す
る
関
係
者
が
病
棟
の
存
続

の
た
め
に
奔
走
し
始
め
た
。
反
対
運
動
の
経
緯
に
つ
い
て
、
食
事
処
「
松
山
」
の
経

営
者
松
山
和
弘
氏
（
以
後
松
山
氏
）
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

川
村
先
生
が
退
職
を
間
近
に
し
て
「
自
分
で
病
院
を
」
と
い
う
の
は
聞
い
て

い
た
。
で
も
、
二
〇
一
三
年
秋
の
病
棟
廃
止
の
発
表
は
寝
耳
に
水
だ
っ
た
。
日

赤
は
全
棟
改
築
に
当
た
り
、
襟
裳
か
ら
静
内
、
新
冠
に
至
る
ま
で
資
金
を
出
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
建
設
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
提
を
覆
す
よ
う
な
発
表
を

し
た
。
で
も
、
副
院
長
は
「
存
続
は
で
き
な
い
」
と
は
っ
き
り
い
っ
て
い
た
。

病
院
の
意
思
は
固
か
っ
た
。
精
神
科
の
病
棟
を
五
〇
床
置
く
だ
け
で
、年
間
五
、

〇
〇
〇
万
の
赤
字
に
な
る
と
い
う
。
し
か
し
、
病
棟
廃
止
を
受
け
て
、
精
神
科

病
棟
存
続
に
関
す
る
町
民
の
署
名
運
動
が
始
ま
っ
た
。

そ
れ
を
も
と
に
正
式
な
病
棟
存
続
の
要
望
書
を
提
出
し
た
ら
、
病
院
側
の
態

度
が
変
わ
り
、
病
棟
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
状
は
ベ
ッ
ド
の
維

持
も
経
営
的
に
は
大
変
で
あ
り
、
診
療
す
る
精
神
科
医
も
い
な
い
。
浦
河
日
赤

で
は
他
の
科
で
も
医
師
不
足
は
起
こ
っ
て
い
る
。
み
な
非
常
勤
の
医
者
が
来
て

い
る
。
人
は
よ
り
良
い
と
こ
ろ
、
よ
り
技
術
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
行
く
の
が
人
の

常
と
い
う
も
の
。
郡
部
の
病
院
は
、
み
な
若
い
出
張
医
ば
か
り
。

病
院
が
抱
え
る
問
題
は
浦
河
町
が
抱
え
る
問
題
だ
と
思
う
。
大
型
店
舗
が
隣

町
の
堺
町
に
で
き
て
、
大
通
り
商
店
街
で
は
な
く
、
そ
ち
ら
に
行
く
住
民
が
圧

倒
的
に
多
い
。
大
通
り
商
店
街
で
は
町
の
賑
わ
い
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
町
が
二
割
負
担
す
る
「
地
域
商
品
券
」（
二
、〇
〇
〇
円
）
を
配
布
し
た
。

七
〇
〇
人
か
ら
八
〇
〇
人
集
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
商
店
街
は
行
政
と
連
携
し
な

が
ら
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
。
イ
ベ
ン
ト
で
集
客
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ふ
だ

ん
か
ら
商
店
街
に
人
を
増
や
す
の
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
常
に
考
え
て
い

る
。
病
院
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
と
い
う
問
題
は
、
大
通
り
商
店
街
に
い
か
に
客

を
取
り
戻
す
か
と
い
う
問
題
と
根
っ
こ
が
同
じ
。

川
村
先
生
は
、
退
職
し
て
も
日
赤
で
が
ん
ば
る
と
い
う
の
が
筋
。
病
院
と
川

村
先
生
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
私
ら
に
は
見
え
て
こ
な
い
。
先
日
、
日
赤

の
落
成
パ
ー
テ
ィ
に
出
席
す
る
人
が
う
ち
で
飲
み
会
を
し
て
い
た
。
そ
の
と
き

の
話
か
ら
、
ベ
ッ
ド
が
な
く
な
る
の
で
重
症
者
は
あ
ち
こ
ち
病
院
を
さ
が
し
て

退
院
し
て
い
っ
た
ら
し
い
。〈
べ
て
る
の
家
〉
で
は
共
同
住
居
か
ら
出
ら
れ
る

人
は
一
般
住
宅
へ
動
い
て
い
る
そ
う
だ
。
川
村
先
生
も
そ
こ
ん
と
こ
は
配
慮
す

る
の
で
は
な
い
か
。
川
村
先
生
は
も
と
も
と
「
精
神
障
が
い
を
も
つ
人
を
地
域

に
出
す
」
と
い
う
考
え
方
だ
か
ら
。
地
域
の
人
の
一
番
の
関
心
事
は
、「
認
知

症
の
人
た
ち
を
ど
う
す
る
ん
だ
」
と
い
う
も
の
。
こ
れ
か
ら
は
、
入
院
す
る
な

ら
S
病
院
だ
。

（
二
〇
一
四
／
〇
三
／
二
五
食
事
処
「
松
山
」
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

　
松
山
氏
に
よ
れ
ば
、
地
域
住
民

）
17
（

が
病
棟
廃
止
に
反
対
す
る
の
は
、
浦
河
日
赤
の
全

棟
改
築
は
精
神
科
病
棟
の
存
在
を
前
提
に
す
る
改
築
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
地
域
の

自
治
体
が
資
金
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
築
後
に
そ
れ
を
廃
止
す
る
と
す
る

の
は
契
約
違
反
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
浦
河
日

赤
は
、
地
域
住
民
の
声
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
精
神
科
医
を
確
保
す
れ
ば
存
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続
す
る
と
、
当
初
の
廃
止
の
表
明
を
覆
し
た
の
で
あ
る
。

精
神
科
医
や
浦
河
日
赤
へ
の
当
時
の
批
判
と
し
て
、
先
の
高
田
氏
は
「
施
設
の

入
所
待
機
者
が
増
え
て
い
る
な
か
で
精
神
科
病
棟
を
閉
鎖
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
」「
精
神
科
の
な
い
病
院
は
総
合
病
院
と
呼
べ
る
の
か
」「
医
師
確
保
の
努
力
が
足

り
な
い
の
で
は
な
い
か
」「
精
神
科
の
医
師
が
退
職
す
る
か
ら
だ
」「
な
ぜ
看
護
師

が
そ
ん
な
に
辞
め
る
の
か
」「
建
て
替
え
の
た
め
の
補
助
金
は
精
神
科
を
含
め
て
の

話
だ
」
と
い
う
声
が
地
域
に
駆
け
巡
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
〔
高
田 

二
〇
一
五
：

三
〇
〇
〕。
高
田
氏
は
、
今
回
の
病
棟
廃
止
と
い
う
問
題
の
核
心
は
、
単
な
る
精
神

科
存
続
の
問
題
と
し
て
矮
小
化
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
医
療
の
あ
り
方
や
支
援

の
質
を
議
論
す
る
こ
と
に
こ
そ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
〔
高
田 

二
〇
一
五
：
三
〇
〇
〕。

一
方
、
一
部
の
当
事
者
の
あ
い
だ
で
は
急
性
期
の
患
者
が
入
院
で
き
な
い
こ
と
へ

の
不
安
を
表
明
し
て
い
る
。
た
と
え
、
退
院
し
、
地
域
で
仕
事
し
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
た
と
し
て
も
、
い
つ
調
子
を
崩
す
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
う
し
た
と
き
、
こ
れ
ま

で
閉
鎖
病
棟
は
「
休
息
す
る
場
所
」
と
し
て
機
能
し
て
き
た
〔
浮
ヶ
谷 

二
〇
〇
九
：

一
六
七-

一
七
五
〕。
病
棟
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
入
院
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
と
き
、

隣
町
の
民
間
精
神
科
病
院
に
入
院
す
る
か
、
苫
小
牧
や
札
幌
の
病
院
に
い
く
し
か
な

い
。
慣
れ
な
い
病
院
に
入
院
す
る
こ
と
へ
の
不
安
や
遠
隔
地
に
行
く
た
め
の
交
通
費

の
問
題
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
理
由
に
「
数
床
で
も
い
い
か
ら
存
続
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
声
も
あ
が
っ
て
い
た

）
18
（

。

し
か
し
、
存
続
す
れ
ば
、
毎
年
赤
字
が
累
積
し
て
い
く
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
た

だ
で
さ
え
医
師
不
足
の
病
院
に
、
し
か
も
い
ず
れ
は
廃
止
さ
れ
る
病
院
に
く
る
医
師

を
探
す
こ
と
は
困
難
極
ま
り
な
か
っ
た

）
19
（

。こ
う
し
た
社
会
的
混
乱
を
招
き
な
が
ら
も
、

病
棟
に
残
っ
て
い
た
最
後
の
患
者
が
二
〇
一
四
年
九
月
末
で
退
院
し
、
浦
河
日
赤
の

精
神
科
病
棟
は
実
質
上
廃
止
の
状
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３
）浦
河
ひ
が
し
町
診
療
所
の
挑
戦

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
飛
び
交
う
な
か
、
病
棟
廃
止
の
問
題
は
地
域
医
療
を

考
え
る
た
め
の
新
た
な
好
機
と
な
る
と
捉
え
た
川
村
医
師
は
、
二
〇
一
四
年
五
月
一

日
に
「
浦
河
ひ
が
し
町
診
療
所
」（
以
下
診
療
所
、
二
〇
一
五
年
四
月
一
日
に
医
療

法
人
薪
水
と
な
る
）
を
開
院
し
た
。
開
院
前
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
開
院
に
至
っ
た
経

緯
と
開
院
の
た
め
の
準
備
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
先
の
高
田
氏
や

松
山
氏
の
話
と
重
複
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
川
村
医
師
の
考
え
を
確
認
す
る
た

め
に
引
用
し
て
お
く
。

二
〇
一
三
年
八
月
浦
河
日
赤
は
経
営
上
の
問
題（
精
神
科
は
慢
性
的
な
赤
字
）

か
ら
、
精
神
科
病
棟
（
閉
鎖
病
棟
）
の
廃
止
を
発
表
し
た
。
釧
路
日
赤
も
五
年

前
に
廃
止
が
打
ち
出
さ
れ
た
が
、
地
域
の
反
対
が
あ
っ
て
い
ま
だ
存
続
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
看
護
師
の
確
保
が
難
し
い
。
日
赤
全
体
を
維
持
す
る
た
め

の
地
域
の
問
題
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
「
精
神
科
を
な
く
す
」
と
い
う
発
表
の
仕

方
を
し
た
の
が
ま
ず
か
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
精
神
障
が
い
の
当
事
者
が
地
域
で
暮
ら
す
の
は
当
た
り
前
。
地

域
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
ば
暮
ら
し
て
い
け
る
。
空
き
ベ
ッ
ド
を
認
知
症
で
埋

め
る
と
い
う
の
に
は
反
対
。
経
営
上
の
「
常
識
」
で
あ
っ
て
も
地
域
の
「
常
識
」

で
は
な
い
。
認
知
症
者
は
地
域
で
ケ
ア
す
る
、地
域
で
担
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

医
療
が
抱
え
る
長
年
の
矛
盾
が
暴
露
し
た
。浦
河
日
赤
は
看
護
師
不
足
か
ら
、

全
国
か
ら
看
護
師
を
要
請
し
応
援
を
得
て
い
る
。
で
も
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
地
元
で
働
く
看
護
師
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
保
て
な

い
。
病
院
自
体
が
「
慢
性
疾
患
」
を
抱
え
て
い
る
よ
う
な
も
の
。
こ
れ
に
急
患

の
対
応
を
し
て
い
て
も
無
理
。

「
浦
河
ひ
が
し
町
診
療
所
」
は
五
月
一
日
に
引
き
渡
さ
れ
る
予
定
。
名
前
に

「
川
村
」
を
入
れ
た
く
な
か
っ
た
。
名
前
が
入
る
と
「
自
分
が
亡
く
な
っ
た
ら

そ
れ
で
お
し
ま
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
共
同
住
居
は
、
ス
タ
ッ
フ
た
ち
で

漁
業
組
合
の
「
ぎ
ょ
れ
ん
ハ
ウ
ス
」（
後
に
〈
す
み
れ
ハ
ウ
ス
〉
と
命
名
）
を
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共
同
出
資
し
て
購
入
し
た
。
女
性
専
用
の
住
居
で
三
人
か
ら
四
人
入
居
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
こ
の
ハ
ウ
ス
は
診
療
所
に
と
っ
て
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、
入
院

患
者
に
と
っ
て
地
域
で
生
活
す
る
こ
と
を
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

病
棟
廃
止
に
つ
い
て
は
住
民
の
反
対
運
動
が
あ
る
が
、
浦
河
町
を
は
じ
め
と

し
て
日
高
管
内
で
日
赤
は
一
九
億
円
の
寄
付
を
受
け
て
全
棟
改
築
し
た
。
し

か
も
、
そ
こ
に
精
神
科
も
入
っ
て
い
る
と
い
う
前
提
で
借
り
入
れ
た
。
さ
ら

に
国
か
ら
も
借
り
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
前
提
が
崩
れ
る
と
町
議
会
も

納
得
し
な
い
。「
日
赤
存
続
の
た
め
に
最
低
限
の
ダ
メ
ッ
ジ
で
抑
え
る
た
め
に

精
神
科
を
な
く
す
」
と
い
う
発
表
を
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
、「
自
分
が
退
職

す
る
こ
と
で
精
神
科
の
医
者
が
い
な
い
か
ら
続
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
理
由
づ
け
で
は
患
者
が
動
揺
す
る
。
患
者
に

と
っ
て
は
日
赤
の
問
題
よ
り
も
川
村
が
い
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
。
自
分
と
し

て
は
三
〇
年
や
っ
て
き
た
こ
と
を
継
続
し
て
い
く
だ
け
。（
括
弧
内
は
筆
者
）

（
二
〇
一
四
／
〇
三
／
二
二
共
同
住
居〈
す
み
れ
ハ
ウ
ス
〉に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

病
棟
廃
止
の
理
由
と
病
棟
廃
止
の
反
対
運
動
の
経
緯
、
そ
し
て
「
〝
看
護
力
〞
の

低
下
」「〝
病
院
力
〞
の
低
下
」「〝
地
域
力
〞
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
先
に
指
摘

さ
れ
て
い
た
こ
と
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
診
療
所
の
名
称
の
由
来
と
立
地
条
件
、
そ
し
て
共
同
住

居
を
確
保
す
る
意
味
に
つ
い
て
で
あ
る
。
川
村
医
師
は
地
域
の
精
神
医
療
を
こ
れ
か

ら
担
っ
て
い
く
診
療
所
の
存
在
理
由
と
し
て
、
自
ら
の
名
前
を
外
し
た
と
い
う
。
既

に
あ
る
浦
河
町
の
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
隣
町
の
民
間
精
神
科
病
院
で
は
、
院
長
の

名
前
を
冠
し
た
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
。
川
村
医
師
は
浦
河
日
赤
精
神
神
経
科
部
長

と
し
て
現
役
だ
っ
た
と
き
、
退
職
を
間
近
に
し
て
後
継
者
の
問
題
を
常
に
気
に
か
け

て
い
た
。
た
か
が
名
称
問
題
と
は
い
え
、
名
づ
け
の
理
由
は
「
精
神
医
療
は
だ
れ
の

た
め
に
あ
る
の
か
」
を
根
本
的
に
問
い
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
精
神
医
療
は
精
神
科

医
の
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
診
療
所
の
も
の
で
も
な
い
。「
病
気
や
障
が
い
を

も
ち
な
が
ら
地
域
で
暮
ら
す
当
事
者
の
た
め
に
あ
る
」
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
決
意
を

表
明
す
る
た
め
の
名
付
づ
け
あ
っ
た
。
そ
れ
を
表
現
し
た
川
村
医
師
の
言
葉
を
高
田

氏
が
以
下
の
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
。

病
院
全
体
、
精
神
科
医
療
全
体
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
わ
か
ら
な
い
状
況

に
患
者
さ
ん
を
巻
き
込
ん
で
は
い
け
な
い
。
こ
こ
だ
け
は
変
わ
ら
な
い
、
揺
る

が
な
い
新
た
な
拠
点
を
作
る
。
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
こ
の
地
域
に
精
神

科
医
療
は
残
る
と
い
う
こ
と
を
患
者
さ
ん
や
家
族
に
示
す
〔
高
田 

二
〇
一
五
：

三
〇
〇
〕

加
え
て
診
療
所
の
立
地
に
も
当
事
者
中
心
の
考
え
が
現
れ
て
い
る
。
診
療
所
は
浦

河
日
赤
の
真
南
お
よ
そ
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
近
距
離
の
位
置
に
開
設
さ
れ
た
。
北

海
道
は
車
社
会
で
あ
る
。
浦
河
日
赤
の
前
に
は
バ
ス
の
停
留
所
が
あ
る
。
車
を
持
た

な
い
患
者
は
通
院
に
バ
ス
を
利
用
す
る
た
め
、
診
療
所
に
通
う
患
者
は
こ
れ
ま
で
通

り
、
浦
河
日
赤
前
の
バ
ス
停
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
浦
河
日
赤
精
神
科
を
利

用
し
て
い
た
患
者
に
と
っ
て
、
診
療
所
へ
の
通
院
が
こ
れ
ま
で
の
通
院
と
な
ん
ら
変

わ
り
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
浦
河
日
赤
と
至
近
距
離
の
場
所
を
選
定
し
た
の
で

あ
る
。

次
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
〈
す
み
れ
ハ
ウ
ス

）
20
（

〉
の
存
在
理
由
で
あ
る
。「
長
期
入

院
患
者
の
退
院
支
援
」
と
い
う
課
題
は
、
浦
河
日
赤
精
神
科
に
限
ら
ず
、
退
院
を
支

援
す
る
精
神
科
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
き
わ
め
て
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
時
東
氏
が
経
験
し
た
「
社
会
的
入
院
」
の
実
態
が
そ
の
こ
と
を
現
し
て
い

る
。
患
者
を
「
固
定
資
産
」
と
し
て
捉
え
病
院
か
ら
患
者
を
出
し
渋
る
こ
と
の
問
題

以
上
に
、患
者
自
身
が
社
会
に
出
る
こ
と
を
〝
拒
ん
で
い
る
〞
と
い
う
実
態
が
あ
る
。

そ
れ
は
患
者
自
身
の
問
題
で
は
な
い
。
長
期
入
院
が
患
者
の
社
会
生
活
を
剥
奪
す
る

こ
と
に
よ
り
、
患
者
自
身
が
社
会
性
を
失
い
、
地
域
で
生
活
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
な
く
な
り
、
病
院
を
暮
ら
し
の
場
所
と
し
て
思
い
込
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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〈
す
み
れ
ハ
ウ
ス
〉
に
は
二
〇
一
四
年
九
月
、
長
期
入
院
患
者
で
あ
っ
た
三
人
の

女
性
が
移
り
住
ん
だ
。
入
居
者
一
人
ひ
と
り
に
入
院
か
ら
退
院
ま
で
の
紆
余
曲
折
の

物
語
が
あ
り
、三
人
の
共
同
生
活
に
不
協
和
音
が
生
じ
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。

三
人
は
入
居
以
来
、夕
食
を
そ
ろ
っ
て
囲
ん
だ
こ
と
が
な
く
、共
同
住
居
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
全
員
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
も
な
い
。入
退
院
を
繰
り
返
し
た
り
、食
事
は
別
々

に
と
っ
た
り
、
ご
み
収
集
の
ル
ー
ル
を
守
れ
な
か
っ
た
り
な
ど
、
問
題
は
山
積
み
で

あ
る
。
診
療
所
の
ス
タ
ッ
フ
は
生
活
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、

二
四
時
間
の
見
守
り
体
制
を
続
け
て
い
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
あ
る
〈
す
み
れ
ハ
ウ
ス
〉
は
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
存
在
な
の
だ
ろ
う
か
。
問
題
が
次
か
ら
次
へ
と
発
生
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ス

タ
ッ
フ
に
と
っ
て
「
精
神
医
療
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」「
当
事
者
が
地
域
で
暮
ら
す

た
め
の
支
援
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
と
い
う
原
点
に
立
ち
戻
ら
せ
て
く
れ
る
場
所
と

な
る
。
高
田
氏
は
「
専
門
家
の
自
戒
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

自
分
も
病
院
の
中
に
い
て
患
者
の
限
界
を
設
定
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。「
あ

の
人
は
無
理
、
あ
の
人
に
は
で
き
な
い
」
と
。
そ
れ
が
反
省
点
。
患
者
の
人
権

に
つ
い
て
本
当
の
意
味
で
改
め
て
考
え
直
し
た
。
自
分
の
考
え
の
狭
さ
に
愕
然

と
し
た
。〈
べ
て
る
〉
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
さ
え
、
患
者
の
限
界
を
設

定
し
て
い
た
。
自
分
も
含
め
て
、
こ
う
し
た
考
え
や
態
度
が
後
輩
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に
伝
わ
っ
て
い
く
と
思
う
と
恐
ろ
し
い
。

　
　
　
　
　
（
二
〇
一
四
／
〇
三
／
二
四
浦
河
日
赤
デ
イ
ケ
ア
に
て
立
ち
話
）

同
診
療
所
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
伊
藤
恵
理
子
氏
（
以
下
伊
藤
氏
、
元

浦
河
日
赤
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
も
ま
た
「
自
分
た
ち
が
『
あ
の
人
は
無
理
』
と

限
界
を
決
め
て
い
た
。
自
分
た
ち
専
門
家
が
そ
う
思
っ
た
ら
、そ
う
な
っ
て
し
ま
う
。

常
に
自
戒
す
る
こ
と
が
大
事
」（
二
〇
一
五／

〇
三
／
二
二
〈
す
み
れ
ハ
ウ
ス
〉
か

ら
の
帰
り
の
車
で
の
話
）
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
が
初
め
て
〈
す
み
れ
ハ
ウ
ス
〉
の

住
居
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
同
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
帰
り
際
、
入

居
者
の
一
人
が
筆
者
に
「
気
を
付
け
て
帰
っ
て
ね
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
た
。

そ
れ
を
聞
い
て
発
し
た
言
葉
で
あ
る
。
入
退
院
を
繰
り
返
す
そ
の
入
居
者
か
ら
人
を

気
遣
う
言
葉
が
出
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
伊
藤
氏
に
と
っ
て
、
こ
の
一

言
が
専
門
家
と
し
て
の
原
点
に
立
ち
戻
ら
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意

味
で
「
こ
の
ハ
ウ
ス
は
診
療
所
に
と
っ
て
シ
ン
ボ
ル
」
と
な
り
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

❹
海
外
比
較
と
浦
河
ひ
が
し
町
診
療
所
の
課
題

長
期
的
か
つ
世
界
的
な
視
点
か
ら
み
る
と
、
浦
河
日
赤
精
神
科
病
棟
の
廃
止
は
偶

然
の
で
き
ご
と
で
は
な
く
、
い
わ
ば
必
然
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
浦

河
日
赤
の
第
一
次
減
床
化
と
第
二
次
減
床
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
海
外
の
精
神
医
療
の
な

か
に
位
置
付
け
て
み
る
。
そ
し
て
、
二
回
の
減
床
を
成
し
遂
げ
た
〈
浦
河
べ
て
る
の

家
〉
と
浦
河
ひ
が
し
町
診
療
所
の
取
り
組
み
を
日
本
の
他
の
地
域
精
神
保
健
サ
ー
ビ

ス
の
取
り
組
み
と
比
較
参
照
す
る
こ
と
で
、そ
の
特
徴
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
て
い
く
。

世
界
的
な
潮
流
か
ら
二
一
世
紀
の
精
神
科
医
療
の
方
向
性
と
し
て
、
精
神
障
が
い

者
の
脱
施
設
化
は
進
む
べ
き
道
と
な
っ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
五
〇

年
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
を
国
家
政
策
と
し
て
導
入
し
た
イ
ギ
リ
ス
や
一
九
七
〇
年

代
精
神
科
病
院
を
解
体
し
た
イ
タ
リ
ア
（
主
に
北
部
）
で
は
、
当
事
者
が
地
域
で
暮

ら
す
こ
と
は
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
ま
た
医
療
政
策
の
一
つ
で

あ
る
家
庭
看
護
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
施
策
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
精

神
病
者
を
一
般
家
庭
が
受
け
入
れ
、
疑
似
家
族
と
し
て
患
者
を
世
話
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
状
態
が
悪
化
し
な
い
限
り
、
入
院
治
療
は
行
わ
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る

施
策
で
あ
る
〔Jodelet 

一
九
九
一
： 

岩
崎
・
浮
ヶ
谷 

二
〇
〇
九
〕。
家
庭
看
護
と
い
う

地
域
精
神
保
健
サ
ー
ビ
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
治
療
効
果
に
関
し
て
賛
否
両
論
が

あ
る
も
の
の
、
一
九
〇
〇
年
以
降
、
精
神
医
療
政
策
の
改
革
を
経
て
今
日
も
な
お
続

い
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
や
地
域
精
神
保
健
サ
ー
ビ
ス
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は
、
精
神
科
病
院
が
ほ
ぼ
国
公
立
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
家
政
策
の
一
環
と
し
て
進

め
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
病
院
の
利
益
追
求
型
経
営
に
先
ん
じ
て
国

家
政
策
と
し
て
の
脱
施
設
化
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
点
が
、
精
神
科
病
床
の
減
少
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
日
本
の
現
状
と
は
根
本
的

に
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

）
21
（

。

ま
た
、
政
治
運
動
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
病
棟
廃
止
反
対
に
回
っ
た
浦
河
町
議

会
の
動
き
は
、
精
神
科
病
院
解
体
の
た
め
に
連
携
し
た
イ
タ
リ
ア
労
働
運
動
の
政

治
諸
団
体
と
は
真
逆
の
態
度
を
示
す
も
の
で
あ
る
〔
シ
ュ
ミ
ッ
ト 

二
〇
〇
五
： 

松
嶋 

二
〇
一
四
〕。
政
治
的
手
法
で
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
脱
施
設
化
を
成
し
遂
げ
た
イ
タ
リ
ア

と
は
異
な
り
、
浦
河
町
は
病
院
側
の
経
営
上
の
理
由
に
よ
る
病
棟
廃
止
を
受
け
て
地

域
ケ
ア
へ
の
舵
取
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
診
療
所
が
と
っ
た
方
法
は
、
政
治

に
頼
ら
ず
、
専
門
家
も
当
事
者
も
と
も
に
暮
ら
す
「
生
活
の
場
」
を
地
域
に
つ
く
る

と
い
う
、
い
わ
ば
地
域
に
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
く
手
法
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
ま
た
、
精
神
科
病
棟
の
廃
止
と
い
う
問
題
を
、
認
知
症
高
齢
者
を
地
域
で
い
か

に
支
え
る
か
と
い
う
課
題
へ
と
転
換
し
て
い
く
診
療
所
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
よ
り
地
域

に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
精
神
医
療
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
試
み
と
な
る
だ
ろ
う

）
22
（

。

と
こ
ろ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
を
世
界
の
潮
流
だ
か
ら
と
い
っ
て
手
放
し
に
評

価
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
に
対
す
る
批
判
点

が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
を

使
用
す
る
文
脈
や
実
践
す
る
立
場
に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
そ
れ
自
体
が
「
善
な
る
も
の
」「
道
徳
的
な
も
の
」
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
と
も
す
る
と
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
空
間
」
と
し
て
無
批
判
に

称
揚
さ
れ
て
し
ま
う
危
う
さ
が
あ
る
と
い
う
〔Bulm

er 1987

〕。
病
棟
廃
止
に
反
対

す
る
意
見
が
依
然
存
在
す
る
浦
河
町
で
、
地
域
ケ
ア
を
い
か
に
創
出
し
て
い
く
か
と

い
う
課
題
は
、
診
療
所
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
施
設
ケ
ア
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
か
と
い
う
二
者
択
一
的
な
発
想
は
当
事

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
お
ら
ず
、
施
設
ケ
ア
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
に
と
っ
て
不

可
欠
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
ジ
ャ
ッ
ク
編 

一
九
九
九=

一
九
九
八
〕。
た
し

か
に
緊
急
避
難
的
な
処
置
と
し
て
施
設
ケ
ア
は
必
要
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
の
法
律

一
八
〇
号
に
倣
え
ば
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
病
院
施
設
の
精
神
科
病
床
数
は
最
大

一
五
床
で
あ
り
、
ト
レ
ン
ト
の
場
合
、
平
均
入
院
日
数
一
三
日
で
あ
る
〔
ス
テ
フ
ァ

ニ 

二
〇
一
五
：
七
〇
〕。
日
本
の
場
合
、
病
床
数
の
削
減
と
平
均
入
院
日
数
の
改
善

を
前
提
と
し
な
い
限
り
、「
施
設
ケ
ア
は
不
可
欠
」
と
い
う
指
摘
を
鵜
の
み
に
し
て

は
な
ら
な
い
。

よ
り
詳
細
に
見
れ
ば
、
多
職
種
連
携
と
い
う
名
の
も
と
で
専
門
職
間
の
ヒ
エ
ラ
ル

キ
ー
の
問
題
や
、
ケ
ア
の
受
け
手
に
と
っ
て
そ
れ
が
ケ
ア
に
な
る
か
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（
支
配
）
に
な
る
か
と
い
う
緊
張
関
係
が
常
に
存
在
し
て
い
る
〔M

cCourt Perring 

一
九
九
四
〕。
精
神
科
病
院
内
で
問
題
と
な
っ
た
専
門
家
に
よ
る
管
理
・
支
配
の
論

理
が
生
活
の
場
に
入
り
込
み
、
新
た
な
「
医
療
化
」
現
象
を
生
み
出
す
可
能
性
を
常

に
孕
ん
で
い
る
の
で
あ
る
〔M

cCourt Perring 1998

〕。
し
た
が
っ
て
、
脱
施
設
化

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
が
問
答
無
用
に
「
正
し
い
」「
善
な
る
も
の
」
と
し
て
、
そ

の
前
提
を
問
わ
ず
に
評
価
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
暴
力
や
死
亡
に
至
る
よ
う
な

病
棟
看
護
師
に
よ
る
管
理
・
支
配
の
問
題
は
、
日
本
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の

精
神
科
病
院
の
不
祥
事
と
し
て
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ケ
ア
に
移
行
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
た
と
え
目

に
見
え
る
暴
力
と
ま
で
い
か
な
い
ま
で
も
、
当
事
者
に
対
す
る
暴
言
や
非
難
の
言
葉

が
日
常
的
に
生
ま
れ
る
可
能
性
は
常
に
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
は
治
療
と
ケ
ア

が
病
院
か
ら
地
域
へ
移
行
し
た
だ
け
の
空
間
の
移
行
と
い
う
単
純
な
問
題
で
は
収
ま

ら
な
い
の
で
あ
る
。「
地
域
と
は
何
か
」「
地
域
を
つ
く
る
主
体
は
だ
れ
か
」
と
問
わ

ず
に
、
治
療
が
提
供
さ
れ
る
場
所
の
移
行
だ
け
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
な
ら
ば
、
病
院
や

専
門
家
の
論
理
を
地
域
（
生
活
の
場
）
に
持
ち
込
む
だ
け
で
あ
る

）
23
（

。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
へ
の
批
判
点
は
、〈
べ
て
る
の
家
〉
や
診
療
所
で
働
く
専
門

家
ス
タ
ッ
フ
や
生
活
支
援
ス
タ
ッ
フ
に
も
降
り
か
か
っ
て
く
る
問
題
で
あ
る
。
川
村

医
師
の
後
継
者
問
題
は
、
新
た
な
精
神
科
医
の
着
任
後
、
診
療
所
の
専
門
職
間
で
の
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バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
保
つ
か
、
当
事
者
主
体
の
視
点
を
い
か
に
維
持
し
て
い
く
か
と

い
う
問
題
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、ケ
ア
が
地
域
で
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

支
配
・
管
理
と
い
う
専
門
家
の
視
点
や
論
理
が
生
活
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
。「
あ
の
人
は
無
理
、
あ
の
人
に
は
で
き
な
い
」
と
い
う
考
え
を
自

省
的
に
振
り
返
る
態
度
を
ス
タ
ッ
フ
間
で
い
か
に
共
有
で
き
る
か
、
そ
し
て
い
か
に

そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
支
配
・
管
理
と

い
う
問
題
は
、
当
事
者
の
可
能
性
を
限
定
し
て
し
ま
う
専
門
家
や
、
共
同
住
居
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
当
事
者
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
に
と
っ
て
重
要
な
課
題

と
な
り
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

脱
施
設
化
が
も
た
ら
す
弊
害
に
対
処
す
る
た
め
に
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
普
及
し
て
き
た
地
域
医
療

の
一
つ
の
形
態
と
し
て
A
C
T（A

ssertive Com
m
unity T

reatm
ent

：
包
括
型

地
域
生
活
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

重
症
精
神
障
が
い
を
も
つ
人
た
ち
を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
専
門

家
を
中
心
と
し
た
多
職
種
連
携
の
チ
ー
ム
医
療
を
目
指
し
、
二
四
時
間
、
週
七
日
対

応
を
原
則
と
し
、
夜
間
訪
問
、
休
日
訪
問
を
厭
わ
ず
危
機
介
入
を
行
う
も
の
で
あ
る

〔
西
尾 

二
〇
〇
八
〕。
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
、
日
本
で
も
こ
の
A
C
T
が
導
入
さ

れ
、
A
C
T-

J
や
A
C
T-

K
を
は
じ
め
と
し
て
国
内
各
地
に
A
C
T
チ
ー
ム
が
誕

生
し
て
い
る
〔
伊
藤 

二
〇
一
二
、
高
木 

二
〇
〇
九
〕。
A
C
T
の
地
域
精
神
保
健
サ
ー

ビ
ス
の
方
法
は
、
た
し
か
に
病
院
治
療
に
比
べ
れ
ば
、
当
事
者
が
病
気
を
も
ち
な
が

ら
地
域
で
生
活
す
る
こ
と
を
支
援
し
、「
社
会
的
入
院
」を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
A
C
T
も
ま
た
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
専
門
家
の
介
入
に
よ
り
障

が
い
者
が
い
か
に
自
由
を
確
保
す
る
か
と
い
う
自
由
と
治
療
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
、

そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
政
策
に
内
在
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
障
が
い
者
の
現
実

と
の
乖
離
に
よ
っ
て
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
急
増
や
再
入
院
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
問

題
が
生
じ
て
い
る
〔Geller 2000

〕。
こ
の
問
題
は
A
C
T
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
脱
施
設
化
の
弊
害
と
同
じ
で
あ
り
、
A
C
T
の
体
制
が
取
り
入
れ
ら
れ
た

後
に
ま
た
同
じ
問
題
が
浮
上
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
A
C
T
チ
ー
ム
で
は
理

念
上
当
事
者
ス
タ
ッ
フ
が
構
成
員
の
一
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。し
か
し
、

そ
こ
で
は
、〈
浦
河
べ
て
る
の
家
〉
の
当
事
者
研
究
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
〔
浮
ヶ
谷 

二
〇
一
一
：
二
〇
一
五
b
〕、
当
事
者
が
地
域
で
暮
ら
す
一
住

民
と
し
て
成
熟
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
対
し
て
、

診
療
所
で
は
地
域
と
つ
な
が
る
か
た
ち
で
当
事
者
主
体
の
活
動
を
い
か
に
創
っ
て
い

く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
海
外
の
動
き
に
倣
い
、
浦
河
町
の
精
神
医
療
は
確
実
に
地
域
ケ

ア
へ
と
シ
フ
ト
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
浦
河
日
赤
精
神
科
病
棟
の
二
回
に
わ

た
る
減
床
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、〈
べ
て
る
の
家
〉と
精
神
科
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
、

そ
し
て
診
療
所
の
ス
タ
ッ
フ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
政
策
や
A
C
T
に
対
す
る
批
判

点
と
同
様
な
課
題
に
向
き
合
っ
て
き
た
。
精
神
科
病
棟
が
廃
止
さ
れ
た
現
在
、「
精

神
医
療
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」「
専
門
家
は
何
が
で
き
る
か
、
何
を
し
て
は
け
な

い
か
」「
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に
は
何
が
で
き
る
か
、
何
を
大
事
に
す
べ
き
か
」
と

い
う
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、
診
療
所
で
は
こ
れ
か
ら
の
浦
河
町
の
地
域
精
神
医
療
の

在
り
方
を
模
索
し
続
け
て
い
る
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
精
神
医
療
を
め
ぐ
る
地
域
ケ
ア
あ
り
方
を
考
え
る
際
に
、
ど
の
よ
う
な

視
点
が
可
能
な
の
か
、
今
後
の
課
題
を
含
め
て
述
べ
て
お
く
。

精
神
医
療
を
め
ぐ
る
問
題
を
社
会
科
学
の
領
域
で
扱
う
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
「
逸

脱
の
医
療
化
」
や
「
日
常
生
活
の
医
療
化
」
と
い
う
切
り
口
に
よ
っ
て
数
多
く
の
研

究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
、こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、病
気
は
社
会
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
る
と
い
う
精
神
病
の
社
会
構
築
性
、
そ
し
て
医
療
の
名
の
も
と
に
患
者

を
管
理
・
支
配
す
る
と
い
う
医
療
の
社
会
的
防
衛
と
い
う
側
面
を
明
ら
か
に
し
て
き

た
。
こ
れ
は
精
神
医
療
が
病
院
治
療
や
収
容
型
精
神
医
療
と
し
て
機
能
し
て
い
た
時
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代
に
お
い
て
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
し
か
し
、
精
神
医
療
の
進
む
べ
き
方
向

性
が
脱
病
院
治
療
と
し
て
の
地
域
ケ
ア
へ
と
移
行
し
て
い
る
現
在
、
先
の
医
療
化
批

判
論
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
る
手
法
が
必
要
と
な
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
、「
生
活
の
医
療
化
」
を
反
転
さ
せ
た
視
点
、「
医
療
の
生
活
化
」

と
い
う
視
座
か
ら
地
域
ケ
ア
を
捉
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
文
化
人
類
学
者

の
阿
部
年
晴
に
よ
れ
ば
、「
医
療
の
生
活
化
」
と
は
「
生
活
者
が
主
体
的
に
、
医
療

シ
ス
テ
ム
が
提
供
す
る
知
識
や
治
療
法
と
生
活
の
中
の
経
験
知
や
必
要
と
を
組
み
合

わ
せ
て
、
生
活
（
生
き
る
こ
と
）
の
一
部
と
し
て
医
療
を
創
り
だ
し
、
生
活
の
な
か

で
そ
れ
を
生
き
る
こ
と

）
24
（

」
と
し
て
い
る
〔
阿
部 

二
〇
一
四
：
七
二
〕。
そ
れ
は
「
病
を

も
つ
人
が
『
生
活
者
』
と
し
て
生
き
る
軸
足
を
『
生
活
』
に
お
き
、医
療
シ
ス
テ
ム
（
医

療
制
度
）
や
医
療
専
門
家
が
提
供
す
る
専
門
知
を
『
生
活
』
の
な
か
か
ら
編
み
出
し

た
『
生
活
知
』
と
摺
合
せ
、
必
要
に
応
じ
て
取
捨
選
択
を
し
、
自
分
な
り
の
や
り
方

で
医
療
を
創
る
こ
と
」〔
浮
ヶ
谷 

二
〇
一
五
a
：
一
五
〕と
言
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
示
し
て
き
た
浦
河
日
赤
精
神
科
の
二
度
に
わ
た
る
脱
施
設
化
と
は
、
医
療

的
治
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
視
点
で
は
な
く
、
退
院
し
て
い
く
当
事
者
の
生
活
を
ど

の
よ
う
に
確
保
し
、
当
事
者
が
自
ら
の
生
活
を
主
体
的
に
生
き
る
た
め
に
は
専
門
家

は
何
が
で
き
る
か
、
何
を
し
て
は
い
け
な
い
か
、
を
問
い
続
け
る
営
み
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
そ
れ
は
、
精
神
病
者
を
収
容
し
て
き
た
施
設
型
精
神
医
療
を
政
治
的
な
運

動
で
変
革
す
る
方
策
と
は
異
な
り
、
あ
く
ま
で
も
精
神
障
が
い
の
当
事
者
を
病
者
で

は
な
く
「
地
域
に
生
き
る
生
活
者
」
と
し
て
支
援
す
る
専
門
家
た
ち
の
構
え
で
あ
っ

た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
医
療
の
生
活
化
」
と
い
う
視
点
は
、
病
気
に
な
っ
た
人
は
医
療
化
さ
れ
た
ま
ま

の
主
体
で
は
な
く
、「
生
活
者
」
と
し
て
の
主
体
を
取
り
戻
す
と
い
う
「
生
き
方
」

の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
な
る
。「
生
活
者
」
と
は
、
人
が
人
と
し
て
生
き
て

い
く
た
め
の
根
底
を
支
え
て
い
る
「
生
活
」
を
創
る
主
体
の
こ
と
で
あ
り
、「
生
活

知
」
を
も
と
に
多
面
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
主
体
で
も
あ
る
。
生
活
者
自
身
と

そ
の
関
係
者
の
全
体
的
生
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
営
み
を
創
造
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
。

「
生
活
者
」
と
い
う
視
点
は
、
地
域
で
当
た
り
前
の
暮
ら
し
を
展
開
し
て
い
く
精

神
障
が
い
の
当
事
者
に
だ
け
に
重
要
な
の
で
は
な
い
。
医
療
福
祉
の
専
門
家
に
導
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
専
門
家
も
ま
た
周
囲
の
人
や
物
理
的
、
自
然
的
環
境
に
は
た

ら
き
か
け
、
専
門
家
役
割
だ
け
で
は
な
く
「
生
活
者
」
と
し
て
の
多
面
的
な
活
動
を

担
う
主
体
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
〔
浮
ヶ
谷 

二
〇
一
五
a
〕。
こ
の
こ
と
は
専
門
家

と
い
う
役
割
の
放
棄
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
専
門
家
で
あ
り
生
活
者
で

も
あ
る
と
い
う
二
重
の
役
割
を
担
う
こ
と
で
、
地
域
ケ
ア
を
創
造
し
て
い
く
主
体
に

な
り
う
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

「
医
療
の
生
活
化
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
今
後
も
「
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

は　

何
を
大
事
に
す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
か
」
と
い
う
当
事
者
に
よ
る
問
い
と
、

先
に
述
べ
た
「
精
神
医
療
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」「
専
門
家
は
何
が
で
き
る
か
、

何
を
し
て
は
け
な
い
か
」
と
い
う
専
門
家
に
よ
る
問
い
に
応
え
る
た
め
の
視
点
と
な

る
に
違
い
な
い
。

（
1
）　
「
精
神
障
が
い
」
と
「
精
神
病
」
と
い
う
二
つ
の
表
記
を
本
稿
で
は
使
っ
て
い
る
。
歴
史
的

に
見
れ
ば
「
精
神
病
」
は
西
洋
の
精
神
医
学
が
日
本
に
入
っ
て
き
た
明
治
期
以
降
の
表
記
で
あ

り
、「
精
神
障
害
」
と
い
う
用
語
が
法
制
度
上
表
記
さ
れ
た
の
は
一
九
五
〇
年
の
精
神
衛
生
法

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
〔
浮
ヶ
谷 

二
〇
一
一
：
六
〇
〕。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
も
こ
の
歴

史
区
分
に
よ
る
使
用
法
に
ほ
ぼ
従
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
近
年
の
当
事
者
か
ら
の
異
議
申

し
立
て
を
根
拠
に
「
精
神
障
害
」
の
一
部
を
平
仮
名
に
し
た
「
精
神
障
が
い
」
と
表
記
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
制
度
な
ど
固
有
名
詞
の
中
で
は
「
精
神
障
害
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
2
）　 

松
嶋
に
よ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
地
域
精
神
保
健
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
は
、「
社
会
が
精

神
病
者
に
主
体
性
を
返
還
す
る
」
と
い
う
思
想
と
、
そ
の
思
想
を
具
現
化
す
る
た
め
に
精
神
保

健
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
ん
だ
多
種
多
様
な
実
践
で
あ
る
と
い
う
〔
松
嶋 

二
〇
一
四
：
一
九
一
〜

二
四
九
〕。
浦
河
町
と
イ
タ
リ
ア
と
の
詳
細
な
比
較
分
析
は
、
本
旨
を
越
え
る
の
で
こ
こ
で
は

扱
わ
な
い
が
、
今
後
別
稿
に
て
論
じ
て
み
た
い
。
た
だ
、
雑
駁
な
言
い
方
で
は
あ
る
が
、
先
の

イ
タ
リ
ア
の
「
主
体
性
を
返
還
す
る
」
思
想
と
〈
浦
河
べ
て
る
の
家
〉
の
理
念
や
浦
河
ひ
が
し

町
診
療
所
ス
タ
ッ
フ
の
構
え
と
の
類
似
、
精
神
科
病
棟
の
廃
止
を
決
定
づ
け
た
要
因
と
し
て
の

註
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社
会
的
背
景
の
相
違
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
3
）　

浦
河
日
赤
精
神
科
病
棟
の
存
続
を
め
ぐ
る
一
連
の
動
き
に
対
し
て
、「
病
棟
廃
止
」
と
「
病

棟
休
止
」
と
い
う
用
語
の
使
い
方
は
、
二
〇
一
五
年
五
月
現
在
、
あ
い
ま
い
の
ま
ま
使
用
さ
れ

て
い
る
。
浦
河
ひ
が
し
町
診
療
所
の
副
院
長
で
あ
る
高
田
大
志
氏
（
元
浦
河
日
赤
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
）
は
、「
病
棟
休
止
」「
廃
止
（
休
止
）」「
病
棟
廃
止
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い

る
〔
高
田 

二
〇
一
五
〕。
実
質
上
病
棟
は
入
院
患
者
数
ゼ
ロ
で
あ
る
が
、
精
神
科
外
来
は
週
三

回
開
い
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
廃
止
を
発
表
し
た
病
院
側
の
意
図
と
入
院
患
者
ゼ
ロ
と
い
う
現

実
か
ら
「
病
棟
廃
止
」
と
い
う
用
語
で
統
一
し
て
い
る
。

（
4
）　
「
医
療
化m

edicalization

」
と
は
、
人
の
生
活
を
構
成
す
る
多
面
的
活
動
、
生
活
上
の
使

用
言
語
や
そ
の
概
念
が
医
療
の
領
域
に
囲
い
込
ま
れ
る
プ
ロ
セ
ス
の
こ
と
で
あ
る
〔
コ
ン
ラ
ッ

ド
＆
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー 

二
〇
〇
三
〕。
一
言
で
い
え
ば
、「
医
療
の
領
域
で
は
な
い
も
の
を
医
療

の
範
疇
で
捉
え
る
こ
と
」
で
も
あ
る
。
な
か
で
も
医
療
化
は
「
狂
気
の
逸
脱
モ
デ
ル
」
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、「
狂
気
」
や
精
神
の
「
異
常
」
を
抱
え
る
人
は
社
会
か
ら
逸
脱

し
た
人
と
見
な
さ
れ
、
精
神
病
者
と
し
て
治
療
し
社
会
に
適
応
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
、
精
神

医
療
が
社
会
統
制
の
た
め
の
装
置
と
し
て
機
能
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
医
療
化
は
、

日
常
生
活
全
般
が
医
療
の
範
疇
で
捉
え
ら
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。
医
療
社
会

学
者
の
進
藤
雄
三
は
「
日
常
生
活
の
医
療
化
」
を
「
医
療
が
、
そ
し
て
『
健
康
』
と
『
病
気
』

と
い
う
ラ
ベ
ル
が
人
間
存
在
の
よ
り
多
く
の
部
分
に
関
連
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
過
程
」〔
進

藤 

二
〇
〇
六
：
三
〇
、Zola 

一
九
七
二
〕
と
述
べ
て
い
る
。
日
常
生
活
の
医
療
化
の
顕
著
な

例
は
、
出
産
と
死
の
医
療
化
で
あ
り
、
か
つ
て
民
俗
の
範
疇
に
あ
っ
た
出
産
と
死
と
い
う
で
き

ご
と
が
現
在
の
日
本
で
は
「
医
療
（
病
院
）
が
対
処
す
べ
き
現
象
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
。「
出

産
は
病
気
で
は
な
い
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
病
院
出
産
は
九
割
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た

病
院
死
八
割
を
占
め
死
亡
診
断
書
と
い
う
形
で
死
を
社
会
的
に
決
定
す
る
の
は
医
者
で
あ
る
と

い
う
現
実
か
ら
で
あ
る
。

（
5
）　

医
療
化
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
と
プ
ラ
ス
の
側
面
が
あ
る
。
プ
ラ
ス
の
面
と
し
て
以
下
の
五

点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。①
道
徳
的
欠
陥
と
み
な
さ
れ
る
行
動
が
治
療
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
、

犯
罪
・
懲
罰
の
対
象
に
な
る
社
会
統
制
と
し
て
よ
り
も
よ
り
人
道
主
義
的
で
あ
る
。
②
逸
脱
行

動
が
病
気
や
病
気
の
結
果
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
行
動
は
免
責
さ
れ
、
他
人
か
ら
の
非
難
を
軽

減
・
除
去
で
き
る
。
つ
ま
り
、
殺
人
を
犯
し
た
者
が
精
神
病
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
罪
を
問
わ

れ
ず
無
罪
放
免
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
逸
脱
に
対
し
て
治
療
可
能
で
あ
る
と
い
う
、
患
者

に
希
望
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
④
医
療
専
門
職
の
威
信
を
保
つ
の
に
役
立
つ
。
⑤
医
療
に

よ
る
社
会
統
制
は
、
薬
物
療
法
の
観
点
か
ら
、
司
法
に
よ
る
も
の
よ
り
も
よ
り
柔
軟
で
あ
り
、

さ
ら
に
効
率
的
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
〔
コ
ン
ラ
ッ
ド
と
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー 

二
〇
〇
三
：

四
六
六
〜
四
六
九
〕。

（
6
）　

社
会
学
者
の
市
野
川
容
孝
は
、
死
に
場
所
が
自
宅
か
ら
病
院
等
の
施
設
に
移
行
し
て
い
く
動

向
を
「
死
の
医
療
化
」
と
す
る
の
は
不
適
切
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
〔
市
野
川 

二
〇
〇
六
：

五
一
〕。
市
野
川
の
限
定
的
な
解
釈
に
よ
れ
ば
、「
精
神
病
者
の
収
容
化
」
と
い
う
現
象
を
「
医

療
化
」
と
捉
え
る
こ
と
は
不
適
切
と
な
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、「
精
神
病
者
の
収
容
化
」
と

い
う
現
象
は
「
狂
気
」
が
「
医
療
化
」
さ
れ
た
こ
と
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
本
稿

で
は
拡
大
解
釈
し
て
「
医
療
化
」
の
一
つ
の
側
面
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

（
7
）　

向
精
神
薬
の
開
発
が
入
院
患
者
の
管
理
を
容
易
に
し
た
と
解
釈
す
る
日
本
は
、
患
者
が
病
気

を
も
ち
な
が
ら
地
域
で
生
活
で
き
る
と
解
釈
し
た
イ
タ
リ
ア
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

（
8
）　

精
神
科
病
院
の
不
祥
事
と
は
、
看
護
師
が
患
者
を
な
ぐ
り
殺
し
を
し
た
と
い
う
一
九
八
四
年

の
宇
都
宮
精
神
病
院
事
件
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、〔
大
熊 

一
九
八
八=

一
九
八
五
〕、
そ

の
後
も
一
九
九
七
年
の
大
和
川
病
院
事
件
〔
仲 

二
〇
一
〇
〕、
二
〇
〇
一
年
の
朝
倉
病
院
事
件

な
ど
が
起
こ
っ
て
い
る
。

（
9
）　

う
つ
症
や
発
達
障
害
な
ど
の
精
神
疾
患
は
近
年
増
加
の
傾
向
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

疾
患
を
も
つ
人
は
入
院
せ
ず
に
通
院
で
済
ま
せ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
は
精
神
疾
患
の
軽
症
化
と
い
う
今
日
の
傾
向
に
よ
り
、
精
神
科
外
来
や
精
神
障
が
い

に
対
す
る
敷
居
が
低
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、現
在
で
も
な
お
「
精
神
病
で
あ
る
」

と
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
伴
っ
て
い
る
。

（
10
）　

近
年
、
精
神
科
病
棟
の
ベ
ッ
ド
を
埋
め
る
た
め
に
認
知
症
の
高
齢
者
が
病
院
収
容
化
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
、
厚
労
省
が
発
表
し
た
「
認

知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」
に
、
医
療
（
施
設
）
と
介
護
（
地
域
）

と
の
関
係
を
「
循
環
型
の
仕
組
み
の
一
環
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
文
言
が
入
り
、
認
知
症
高
齢

者
の
増
加
を
見
据
え
た
認
知
症
者
の
精
神
科
病
院
収
容
化
へ
の
構
図
が
見
え
る
と
い
う
指
摘
で

あ
る
〔
高
木
二
〇
一
五
、
上
野 

二
〇
一
四
〕。

（
11
）　

第
一
次
減
床
期
の
退
院
予
定
の
患
者
（
一
〇
九
名
）
の
内
訳
は
、
表
3
に
よ
れ
ば
、「
入
院

継
続
が
必
要
」（
二
二
名
）
の
場
合
、「
病
状
安
定
後
即
座
に
退
院
可
能
（
受
け
入
れ
先
あ
り
）」

（
二
〇
名
）と「
調
整
が
必
要
」（
二
名
）と
な
っ
て
い
る
。
ま
た「
他
科
で
の
治
療
が
必
要
」（
一
一

名
）
は
他
科
に
転
科
予
定
で
あ
る
。「
社
会
的
入
院
患
者
」（
七
六
名
）
は
、「
老
人
ホ
ー
ム
入

所
待
機
」（
三
七
名
）、「
共
同
住
居
＆GH

の
待
機
」（
二
三
名
）、「
身
障
施
設
等
の
入
所
待
機
」（
六

名
）、「
そ
の
他
（
自
宅
＆A

P

）」（
一
〇
名
）
と
な
っ
て
い
る
（
向
谷
地 

二
〇
〇
三
：
七
〇
）。

こ
う
し
た
実
態
か
ら
、
精
神
科
病
床
の
減
床
の
裏
に
あ
る
精
神
科
病
院
へ
の
転
院
と
い
う
一
般

的
な
方
法
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
12
）　

竹
越
靖
子
氏
は
二
〇
一
五
年
五
月
現
在
で
七
三
才
で
あ
る
。
浦
河
ひ
が
し
町
診
療
所
開
院
以

来
、
非
常
勤
勤
務
の
ナ
イ
ト
ケ
ア
の
担
当
者
で
あ
る
。
第
一
次
減
床
期
に
病
棟
師
長
が
竹
越
氏

で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
減
床
に
成
功
し
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。「
普
通
の
家
な
ら
ど
う
な

の
か
」
と
い
う
「
生
活
者
」
目
線
の
判
断
基
準
を
も
ち
、
そ
れ
ま
で
の
病
棟
の
慣
例
を
一
つ
一

つ
変
え
て
い
っ
た
人
で
あ
り
、関
係
者
の
あ
い
だ
で
は「
伝
説
の
看
護
師
長
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
13
）　
「
看
護
師
が
育
た
な
い
」
理
由
に
つ
い
て
、
看
護
師
の
三
年
勤
務
の
奨
学
金
返
済
の
免
除
、

毎
年
四
人
前
後
の
新
人
看
護
師
の
配
置
に
よ
る
四
年
以
上
キ
ャ
リ
ア
の
看
護
師
が
他
科
に
回
る
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こ
と
、
精
神
科
で
は
看
護
技
術
が
身
に
つ
か
な
い
理
由
で
他
科
に
回
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る

〔
浮
ヶ
谷 

二
〇
〇
九
：
一
一
三
〜
一
一
四
〕。

（
14
）　
〈
べ
て
る
の
家
〉
が
用
意
し
た
共
同
住
居
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
出
入
り
は
常

に
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
入
所
者
は
終
の
棲
家
と
し
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
三
月
に
イ
タ

リ
ア
の
ト
リ
エ
ス
テ
を
視
察
し
た
診
療
所
の
高
田
氏
に
よ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
で
は
利
用
者
は
自

宅
や
ア
パ
ー
ト
で
暮
ら
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
施
設
と
い
う
認
識
が

あ
り
、
ト
リ
エ
ス
テ
に
は
現
在
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
存
在
し
な
い
と
い
う
（
二
〇
一
六
／
〇
六

／
一
〇
診
療
所
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。
こ
の
点
は
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
脱
施
設
化
を
成
し

遂
げ
た
イ
タ
リ
ア
と
は
異
な
り
、
浦
河
町
の
住
民
に
よ
る
当
事
者
の
受
け
入
れ
態
勢
の
あ
り
方

に
は
未
だ
課
題
が
あ
る
と
い
え
る
。

（
15
）　
「
当
事
者
研
究
」
は
二
〇
〇
一
年
の
頃
か
ら
〈
浦
河
べ
て
る
の
家
〉
で
始
ま
っ
た
が
、
こ
れ

ま
で
研
究
の
対
象
で
し
か
な
か
っ
た
精
神
障
が
い
の
当
事
者
が
「
自
分
自
身
で
と
も
に
」
自
ら

が
抱
え
る
苦
労
の
研
究
を
す
る
こ
と
で
、
病
気
の
意
味
や
病
気
の
主
体
を
当
事
者
自
身
に
取
り

戻
す
こ
と
に
斬
新
さ
が
あ
る
。
研
究
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
①
〈
問
題
〉
と
人
と
の
、
切
り
離

し
作
業
、
②
自
己
病
名
を
つ
け
る
、
③
苦
労
の
パ
タ
ー
ン
・
プ
ロ
セ
ス
・
構
造
の
解
明
、
④
自

分
の
助
け
方
や
守
り
方
の
具
体
的
な
方
法
を
考
え
、
場
面
を
作
っ
て
練
習
す
る
、
⑤
結
果
の
検

証
で
あ
る
〔
浦
河
べ
て
る
の
家 

二
〇
〇
五
：
四
〜
五
〕。
一
〇
年
以
上
経
て
、「
当
事
者
研
究
」

は
国
内
各
地
に
広
ま
り
当
事
者
に
よ
り
実
践
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
「
当
事
者
研
究
の

研
究
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
当
事
者
研
究
そ
れ
自
体
が
学
術
的
に
研
究
さ
れ
る
対
象
と
な
っ
て

い
る
〔
石
原
編 

二
〇
一
三
〕。

（
16
）　

二
〇
〇
六
年
現
在
の
浦
河
日
赤
精
神
科
病
棟
の
〝
看
護
力
〞
に
つ
い
て
、
拙
著
『
ケ
ア
と
共

同
性
の
人
類
学
』
の
第
六
章
「
場
」
か
ら
生
ま
れ
る
ケ
ア
に
詳
し
い
〔
浮
ヶ
谷 

二
〇
〇
九
：

一
九
二
〜
二
六
三
〕。

（
17
）　

第
一
次
減
床
時
の
浦
河
町
住
民
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
ケ
ア
と
共
同
性
の
人
類
学
』

〔
二
〇
〇
九
〕の
第
九
章「『
商
売
』を
め
ぐ
る
住
民
の〈
べ
て
る
〉と
の
付
き
合
い
の
技
法
」で
扱
っ

て
い
る
。
現
在
で
も
な
お
、〈
べ
て
る
の
家
〉
や
精
神
障
が
い
の
当
事
者
へ
の
住
民
の
反
応
は

一
様
で
は
な
く
、
人
口
減
少
と
地
域
経
済
が
低
迷
し
て
い
く
な
か
で
〈
べ
て
る
の
家
〉
の
活
動

が
国
内
外
に
展
開
し
て
い
く
状
況
に
対
し
て
住
民
の
心
の
内
は
複
雑
で
あ
る
。

（
18
）　
「
病
棟
廃
止
」
に
反
対
す
る
当
事
者
の
声
は
、〈
浦
河
べ
て
る
の
家
〉
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
あ

が
っ
て
い
た
。
理
由
は
「
休
む
と
こ
ろ
」
と
し
て
の
病
棟
の
必
要
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
か

あ
る
と
す
ぐ
入
院
し
て
い
た
〈
べ
て
る
〉
メ
ン
バ
ー
が
、
病
棟
が
な
く
な
る
こ
と
へ
の
危
機
感

が
高
ま
り
、
以
前
に
比
べ
る
と
自
分
の
病
気
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
注
意
を
払
う
よ
う
に
な
り
、

結
果
的
に
入
院
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
と
い
う（
二
〇
一
四
／
〇
八
川
村
医
師
の
話
）。ま
た
、

川
村
医
師
自
身
、
浦
河
日
赤
時
代
に
夜
間
枕
元
に
置
い
て
い
た
自
宅
の
電
話
の
子
機
も
置
か
な

く
て
も
良
い
よ
う
に
な
り
、
夜
間
呼
び
出
し
の
出
勤
は
皆
無
に
な
っ
た
と
い
う
（
二
〇
一
六
年

三
月
診
療
所
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。

（
19
）　

病
院
側
が
地
域
住
民
の
反
対
運
動
を
受
け
て
、
精
神
科
医
を
獲
得
す
れ
ば
病
棟
を
存
続
さ
せ

る
と
い
う
見
解
を
出
し
た
た
め
、
町
議
会
側
は
精
神
科
医
を
探
す
た
め
に
奔
走
し
た
。
浦
河
日

赤
に
か
つ
て
勤
務
し
て
い
た
医
師
に
も
声
を
か
け
た
が
、
依
頼
の
趣
旨
に
賛
同
を
得
ら
れ
ず
、

断
ら
れ
て
い
る
（
二
〇
一
四
年
一
月
該
当
医
師
の
話
）。

（
20
）　
「
す
み
れ
ハ
ウ
ス
」
と
い
う
呼
称
に
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
診
療
所
設
立
前
の
二
〇
一
四

年
三
月
、
川
村
医
師
に
共
同
出
資
で
手
に
入
れ
た
共
同
住
居
に
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
際

に
、
話
の
流
れ
で
人
類
学
者
の
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー
ス
の
野
生
の
思
考
の
話
が

出
た
。
そ
の
と
き
「（
南
米
先
住
民
に
と
っ
て
）
植
物
は
食
べ
る
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
考

え
る
た
め
に
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
た
。
後
日
、
共
同
住
居
の
名
前
を
募
集
し
て
い
る

と
聞
き
、
野
生
の
思
考
の
原
著
題
（La Pensle sauvage

）
か
ら
「
す
み
れ
」
を
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
そ
れ
が
採
用
さ
れ
た
。
共
同
住
居
が
単
な
る
住
む
処
で
は
な
く
「
思
考
す
る
家
」
に

な
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め
て
の
命
名
で
あ
る
。

（
21
）　

ア
メ
リ
カ
の
精
神
科
病
院
の
形
態
は
日
本
と
同
じ
く
民
間
精
神
科
病
院
が
多
い
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
病
院
数
と
病
床
数
が
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
在
院
日
数
も
平

均
七
日
間
と
な
り
脱
施
設
化
が
進
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
受
け
皿
と
な
る

地
域
で
の
対
策
は
不
備
の
ま
ま
、
脱
施
設
化
が
推
し
進
め
ら
れ
た
た
め
、
退
院
し
た
精
神
障
が

い
者
は
結
果
的
に
犯
罪
者
か
路
上
生
活
者
と
な
る
事
態
を
招
い
た
の
で
あ
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
は
病
床
数
を
減
ら
し
て
は
い
て
も
、
地
域
ケ
ア
に
成
功
し
た
と
は
い
え
ず
、
こ
う
し

た
状
況
は
む
し
ろ
「
脱
施
設
化
に
よ
る
弊
害
」
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）　

浦
河
ひ
が
し
町
診
療
所
で
は
、
筆
者
を
含
め
て
ス
タ
ッ
フ
の
妄
想
か
ら
生
ま
れ
た
数
多
く
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
編
み
出
し
て
い
る
。
精
神
医
療
を
地
域
で
展
開
し
て
い
く
試
み
と
し
て
、
農
（
コ

メ
作
り
）
と
食
を
結
び
つ
け
た
活
動
、
宗
教
者
と
の
連
携
に
よ
る
〈
カ
フ
ェ
デ
モ
ン
ク
・
え
り

も
〉
の
活
動
、
認
知
症
を
抱
え
る
高
齢
者
の
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
実
現
に
向
け

た
活
動
、
ア
ー
ト
と
障
が
い
を
結
び
つ
け
た
活
動
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
総
合
的
な
取
り
組
み

を
通
し
て
、
専
門
家
、
行
政
、
当
事
者
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民
を
も
巻
き
込
ん
だ
か
た
ち
の

地
域
ケ
ア
を
創
出
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

（
23
）　
「
病
院
医
療
か
ら
在
宅
医
療
へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
内
在
す
る
専
門
家
の
論
理
や
思
考

は
、精
神
医
療
に
限
ら
ず
、治
療
や
ケ
ア
を
提
供
す
る
場
を
病
院
か
ら
生
活
の
場
に
移
し
た
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
に
孕
む
問
題
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
訪
問
看
護
に
よ
る
在
宅
で
の

糖
尿
病
治
療
や
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
在
宅
リ
ハ
な
ど
は
同
様
の
構
図
と
そ
の

危
う
さ
を
も
つ
と
い
え
よ
う
。

（
24
）　

こ
こ
で
使
用
す
る
「
生
活
」「
生
活
者
」「
生
活
知
」
に
つ
い
て
、
阿
部
に
よ
れ
ば
、「
生
活
」

と
は「
人
が
文
化
的
生
物
と
し
て
の
生
存
を
維
持
す
る
営
み
」で
あ
り
、そ
れ
は「
人
間
の
生
命
・

共
同
性
・
文
化
の
基
本
、
そ
し
て
生
活
自
体
を
再
生
産
す
る
営
み
」
と
な
る
。「
生
活
」
を
構

成
す
る
多
面
的
な
活
動
と
し
て
、
生
活
物
資
の
獲
得
、
人
間
関
係
の
維
持
、
生
老
病
死
へ
の
対

処
、
休
養
や
娯
楽
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
生
活
の
主
体
が
「
生
活
者
」
で
あ
り
、「
多
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面
的
な
活
動
か
ら
な
る
生
活
に
全
体
性
を
与
え
て
い
る
働
き
を『
生
活
知
』」と
呼
ん
で
い
る〔
阿

部 

二
〇
一
四
：
五
四
〜
五
五
〕。
本
稿
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
「
精
神
医
療
の
生
活
化
」
の
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
描
き
出
し
た
が
、
精
神
障
が
い
の
当
事
者
が
い
か
に
医
療
や
治

療
、
病
気
を
「
生
活
化
」
し
て
い
く
か
、
と
い
う
当
事
者
に
よ
る
「
医
療
の
生
活
化
」
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
当
事
者
が
「
地
域
で
暮
ら
す
」
こ
と
の
現
実

を
「
医
療
の
生
活
化
」
と
い
う
視
点
に
よ
り
描
き
出
す
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
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。
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六
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史
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。

川
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七
「
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著
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と
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。

国
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員
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、
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太
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一
九
九
六
『
精
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障
害
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者
の
人
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―
国
際
法
律
家
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
』
明
石
書
店
。
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秀
三
・
樫
田　
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二
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〇
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】 『
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ビ
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一
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世
界
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。

向
谷
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〇
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河
赤
十
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に
お
け
る
精
神
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〝
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て
る
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と
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築
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』
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〜
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。
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の
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）。
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狂
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〇
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。
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精
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〇
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〜
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Institutionalization and Deinstitutionalization in Modern Psychiatric Medicine :
A Case of Abolition of the Psychiatric Ward of Urakawa Red Cross Hospital 
in Hokkaido, Japan

UKIGAYA Sachiyo

This paper first examines how psychiatric disorders have become medicalized in the process of 

modernization in Japan. It then analyzes how and why mental patients have become institutionalized. 

While there has been a growing trend in many countries to deinstitutionalize mental patients, Japan’s 

mental health sector is characterized by its great number of asylums (beds) and extremely long 

hospitalization period. In light of these particularities, this study explores reasons why the number of 

asylums (beds) has not decreased in Japan. While deinstitutionalization has not progressed much in 

Japan’s psychiatric medicine, Urakawa Red Cross Hospital (hereinafter “Urakawa Hospital”) in Hokkaido, 

Japan, has led Japanese psychiatric facilities in shifting to community treatment (deinstitutionalization). 

There were two milestones in this process. The first one was the closedown of the open ward in the 

psychiatric ward, which is called the “first reduction of institutionalization” in this paper. This step is 

examined in detail to reveal factors that can be attributed with having promoted deinstitutionalization. 

The second milestone was the shutdown of the entire psychiatric ward, which is called the “second 

reduction of institutionalization” here. By examining the political developments and problems faced by 

Urakawa town during the second step, this paper reveals the situation that forced Urakawa Hospital to 

shut down the psychiatric ward. In order to illustrate this two-stepped process of deinstitutionalization, 

this study takes an ethnographic approach by conducting interviews with hospital staff, such as 

psychiatrists, nurses, and social workers, staff of the social welfare corporation Urakawa Bethel’s 

House, and local residents. The various ideas and opinions of different people about the shutdown of the 

psychiatric ward are analyzed to describe the two-stepped process of deinstitutionalization at Urakawa 

Hospital. In parallel with the second reduction of institutionalization (the closedown of the entire ward), a 

new medical facility, Higashi-machi Clinic, was established to provide community psychiatric treatment. 

This paper explores the direction the Clinic should take to provide effective community care. It then 

compares the Clinic’s ideal form of community psychiatric medicine with the direction being taken by  

overseas psychiatric medicine to analyze the current features and future problems of the community 

psychiatric medicine of Urakawa town. In conclusion, this paper proposes a new, final approach of "Life-

style priority Treatment" (to maintain one’s lifestyle while receiving treatment) as a way to find a 

community psychiatric treatment able to support psychiatric patients living in the community.
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